
（ 1 ） 令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行 第　114　号刀　　　　林
２
０
１
９
年
５
月
21
日
逝
去

さ
れ
た
北
島
政
樹
前
理
事
長
は

「
一
般
社
団
法
人
登
記
完
了
に

つ
い
て
」
の
原
稿
を
刀
林
新
聞

第
１
１
３
号
巻
頭
に
残
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
は
わ
が
外

科
学
教
室
が
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、

か
つ
北
川
雄
光
主
任
教
授
が
第

１
２
０
回
日
本
外
科
学
会
を
主

宰
す
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
、
誰
よ
り
も
そ
の
年
を
迎
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
北
島
政
樹
先
生
を
喪
っ
た
こ

と
は
同
窓
会
一
同
痛
恨
の
極
み

で
す
。

昭
和
15
年
12
月
15
日
に
創
設

さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
教
室
同
窓
会（
刀
林
会
）

は
令
和
元
年
２
月
15
日
の
登
記

を
も
っ
て
任
意
団
体
か
ら
法
人

格
を
有
す
る
団
体
に
移
行
し
ま

し
た
。
法
人
格
を
持
っ
た
こ
と

に
よ
り
信
頼
性
の
高
い
組
織
と

し
て
社
会
か
ら
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
契
約
や
銀
行
口
座

の
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
年
会
費
や

寄
付
金
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

が
収
益
事
業
に
つ
い
て
は
法
人

税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
事
業
の
裁
量
範
囲

が
広
が
り
、
教
育
・
研
究
・
広

報
活
動
に
つ
い
て
は
会
員
の
学

会
支
援
募
金
活
動
や
教
室
支
援

ば
か
り
で
な
く
社
会
貢
献
活
動

が
出
来
る
組
織
と
し
て
活
動
分

野
を
拡
大
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

６
月
22
日
の
外
科
学
教
室
葬

に
続
い
て
開
か
れ
た
刀
林
会
新

理
事
会
に
お
い
て
、
次
期
理
事

長
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
に
躊
躇

を
感
じ
ま
し
た
が
、
北
島
前
理

事
長
の
元
で
務
め
た
将
来
構
想

委
員
会
で
は
委
員
長
と
し
て
進

め
た
法
人
組
織
へ
の
改
組
で
あ

り
、
そ
の
理
念
を
完
成
す
る
責

務
も
感
じ
お
引
き
受
け
す
る
決

心
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
記
念
す
べ
き
行
事

を
北
島
政
樹
先
生
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
大
変

残
念
で
す
が
、
韓
国
延
世
大
学

と
２
０
１
９
年
６
月
22
日
同
窓

会
総
会
当
日
に
締
結
し
た
覚
書

を
遵
守
し
、
さ
ら
な
る
国
際
展

開
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
教
室
創

立
１
０
０
周
年
と
日
本
外
科
学

会
担
当
の
二
つ
の
事
業
に
つ
い

て
同
窓
会
組
織
を
挙
げ
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
歴
史
あ

る
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科

学
教
室
同
窓
会
組
織
を
一
体
化

す
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

刀
林
会
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶 題字　故前田和三郎名誉教授
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刀
林
会
理
事
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

松
本
　
純
夫
（
52
回
）

　
理
事
・
監
事

氏　
　

名

回
生

理　

事

吉よ
し
の野　

肇け
い
い
ち一

44

副
理
事
長

市い
ち
き
ざ
き

来
嵜　

潔き
よ
し

48

理　

事

河か
わ
せ瀬　

斌た
け
し

49

理
事
長

松ま
つ
も
と本　

純す
み
お夫

52

理　

事

島し
ま
づ津　

元も
と
ひ
で秀

53

理　

事

窪く
ぼ
ち地　

淳き
よ
し

58

理　

事

小お
ざ
わ澤　

壯そ
う
じ治

60

理　

事

菅す
が　

貞さ
だ
お郎

61

理　

事

黒く
ろ
だ田　

達た
つ
お夫

61

理　

事

淺あ
さ
む
ら村　

尚ひ
さ
お生

62

副
理
事
長

北き
た
が
わ川　

雄ゆ
う
こ
う光

65

理　

事

志し
み
ず水　

秀ひ
で
ゆ
き行

65

理　

事

澤さ
わ
ふ
じ藤　

誠ま
こ
と

67

理　

事

石い
し
い井　

良よ
し
ゆ
き幸

70

理　

事

川か
わ
く
ぼ
久
保　

博ひ
ろ
ふ
み文

73

理　

事

下し
も
じ
ま島　

直な
お
き樹

76

理　

事

半は
ん
だ田　

寛か
ん

80

理　

事

和わ

だ田　

剛た
け
ゆ
き幸

84

理　

事

竹た
け
う
ち内　

優ま
さ
し志

91

理　

事

水み
ず
の野　

翔し
ょ
う
だ
い大

94

監　

事

熊く
ま
い井　

浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

46

監　

事

尾お
ば
ら原　

秀ひ
で
あ
き明

72

済
生
会
芝
病
院
（
現
済
生
会

中
央
病
院
）
外
科
医
長
で
あ
っ

た
茂
木
蔵
之
助
初
代
教
授
を
中

心
に
外
科
学
教
室
が
８
人
体
制

で
発
足
し
た
の
は
１
９
２
０
年

（
大
正
９
年
）
６
月
７
日
と
の

こ
と
で
し
た
。
２
０
２
０
年
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
と
と
も
に

我
が
外
科
学
教
室
は
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
節
目
を
皆
様
と

と
も
に
分
か
ち
合
う
た
め
に
、

私
た
ち
外
科
学
教
室
お
よ
び
刀

林
会
は
、
教
室
１
０
０
周
年
記

念
事
業
を
計
画
し
準
備
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
記
念
祝
賀
会
の
開
催
と

１
０
０
周
年
記
念
誌
の
発
刊
の

二
つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
記
念
祝
賀
会
は
、
例
年

刀
林
会
総
会
を
行
っ
て
い
る
６

月
第
３
土
曜
日
（
２
０
２
０
年

は
６
月
20
日
）
に
今
年
新
館
が

完
成
し
た
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東

京
で
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
教
室
の
現
役
教
授
が

１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
未
来
の
教
室
の
抱
負
を

語
る
と
と
も
に
、
外
科
学
会
理

事
長 

森 

正
樹
先
生 

に
外
科
学

の
将
来
に
向
け
た
特
別
講
演
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
祝
賀
会

は
、
新
・
平
安
の
間
に
内
外
の

来
賓
を
お
迎
え
し
て
開
催
す
る

想
定
で
す
。
２
０
０
０
年
５
月

27
日
に
教
室
創
設
80
周
年
を
記

念
し
て
80
周
年
記
念
祝
賀
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
の
を
ご
記

憶
の
先
生
も
多
い
と
存
じ
ま

す
。
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会

も
、
刀
林
会
の
諸
先
生
の
記
憶

に
残
る
１
０
０
周
年
の
節
目
に

相
応
し
い
会
に
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆

様
に
ご
参
加
を
賜
り
た
く
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。１

０
０
周
年
記
念
誌
は
、
私

共
外
科
学
教
室
が
主
催
す
る
４

月
の
第
１
２
０
回
日
本
外
科
学

会
定
期
学
術
集
会
、
６
月
の

１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
記
念
祝
賀
会
を
終
え
た
の

ち
に
、
こ
れ
ら
の
内
容
も
含
め

て
２
０
２
０
年
12
月
ま
で
に
発

刊
す
べ
く
編
集
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
本
誌
で
は
、
教
室
各
部

門
の
学
術
的
な
歩
み
に
加
え

て
、
歴
代
教
室
幹
事
が
振
り
返

る
教
室
の
歴
史
、
女
性
外
科
医

の
未
来
、
若
手
医
師
が
描
く
外

科
医
の
理
想
像
な
ど
の
テ
ー
マ

に
焦
点
を
当
て
た
複
数
の
座
談

会
を
行
い
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
１
０
０
年
の
歴
史

を
正
確
に
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
２
０
１
７
年
編
纂

の
医
学
部
１
０
０
年
誌
の
資
料

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
各
診
療

科
各
部
門
の
詳
細
な
歴
史
を
編

纂
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員

だ
け
で
な
く
、
50
年
１
０
０
年

先
の
刀
林
会
員
へ
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
な
内
容

と
す
べ
く
、
篠
田
昌
宏
准
教
授

（
73
回
、
一
般
・
消
化
器
）
を

中
心
に
編
集
委
員
一
同
が
懸
命

に
作
業
を
進
め
て
く
れ
て
い
ま

す
。１

０
０
周
年
記
念
事
業
な
ら

び
に
第
１
２
０
回
日
本
外
科
学

会
定
期
学
術
集
会
の
成
功
の
た

め
に
、
２
０
１
８
年
末
に
全
刀

林
会
員
の
先
生
宛
に
寄
付
の
お

願
い
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
末
ま
で

に
多
数
の
先
生
よ
り
貴
重
な
ご

寄
付
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
事
業
の
成
功
の
た
め
に
は

引
き
続
き
の
ご
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
現
在
寄
付
を
検
討
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
諸
先
生
に
お

か
れ
ま
し
て
も
ご
高
配
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
教

室
１
０
０
周
年
に
相
応
し
い
記

念
事
業
を
是
非
と
も
成
功
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
指
導
、
ご
支
援
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
室
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）
教
授

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
病
院
長

北
川
　
雄
光
（
65
回
）



（ 3 ）  （ 2 ）令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行 � 令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行第　114　号 第　114　号刀　　　　林 刀　　　　林
令
和
元
年
度
の
総
会
報
告
を

刀
林
新
聞
１
１
４
号
に
掲
載
し

ま
す
。
新
聞
冒
頭
の
理
事
長
就

任
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
５

月
21
日
に
巨
星
北
島
政
樹
先
生

が
逝
去
さ
れ
、
衝
撃
が
癒
え
ぬ

間
に
副
理
事
長
と
し
て
北
川
雄

光
教
授
と
共
に
総
会
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
平
成
30
年
度
は
評

議
員
・
理
事
の
改
選
年
で
も
あ

り
粛
々
と
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
総
会
ま
で
に
卒
後
50
年

以
上
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
が
投
票
同

数
で
決
定
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
６
月
22
日
平
成

30
年
度
社
員
総
会
当
日
の
理
事

会
お
よ
び
社
員
総
会
で
あ
ら
た

に
理
事
長
に
選
任
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
同
日
に
引
き
続

い
て
行
わ
れ
た
令
和
元
年
社
員

総
会
で
は
急
な
こ
と
で
も
あ
り

意
見
取
り
ま
と
め
も
出
来
ず
理

事
長
推
薦
理
事
は
未
定
で
し

た
。
そ
れ
で
も
総
会
で
は
慣
例

に
従
い
議
事
録
に
あ
る
通
り
、

第
一
号
議
案
令
和
元
年
度
事
業

計
画
、
第
二
号
議
案
予
算
案
承

認
、
第
三
号
議
案
学
会
支
援
募

金
活
動
、
第
四
号
議
案
新
入
会

の
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
社
員
総
会
後
の
動

き
も
記
し
ま
す
。
未
定
で
あ
っ

た
卒
後
50
年
以
上
ブ
ロ
ッ
ク
理

事
は
調
整
を
進
め
吉
野
肇
一
先

生
（
44
回
）
に
、
監
事
を
熊
井

浩
一
郎
先
生
（
46
回
）
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
市
来
嵜
潔
先
生
（
48
回
）

に
副
理
事
長
を
お
願
い
し
、
河

瀬
斌
先
生
（
49
回
）、
島
津
元

秀
先
生
（
53
回
）、
菅
貞
郎
先

生
（
61
回
）
に
理
事
長
推
薦
理

事
就
任
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

可
能
な
限
り
外
科
学
教
室
同
窓

会
の
ま
と
ま
り
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
外
科
学
教
室

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
は

２
０
２
０
年
６
月
20
日
（
土
）

に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
予
定
し

て
い
ま
す
。
同
門
集
い
参
加
し

て
良
か
っ
た
感
じ
ら
れ
る
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度 

社
員
総
会
議
事
録

１　

日
時

　
　

 

令
和
元
年
６
月
22
日（
土
）

午
後
３
時
00
分
～
午
後
３

時
30
分

　
　

場
所

　
　

 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
丁

目
10
番
４
号　

 
 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
別

館
地
下
２
階　

ア
ス
コ
ッ

ト
ホ
ー
ル

２　

出
席
し
た
社
員
の
数

　

⑴ 　

当
法
人
の
社
員
の
総
数　

51
名

　

⑵ 　

出
席
社
員
数
（
委
任
状

に
よ
る
者
を
含
む
）
47
名

３　

出
席
役
員
等

　

理　
　

事

　
 

松
本
純
夫
（
副
理
事
長
、
52

回
）、北
川
雄
光（
副
理
事
長
、

65
回
）、市
来
嵜
潔
（
48
回
）、

幕
内
博
康
（
49
回
）、
小
澤

壯
治
（
60
回
）、
黒
田
達
夫

（
61
回
）、淺
村
尚
生（
62
回
）、

古
梶
清
和
（
63
回
）、
志
水

秀
行
（
65
回
）、
石
井
良
幸

（
70
回
）、
川
久
保
博
文
（
73

回
）、
半
田
寛
（
80
回
）

　

監　
　

事

　

 

安
藤
暢
敏
（
50
回
）、
尾
原

秀
明
（
72
回
）

４　

開
会

　

 　

定
刻
、
法
人
事
務
局
か
ら

本
日
の
社
員
総
会
は
定
款
に

規
定
す
る
定
足
数
に
達
し
て

い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

次
い
で
、松
本
副
理
事
長
が
、

北
島
理
事
長
の
逝
去
に
伴

い
、
定
款
第
34
条
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
予
め
定
め
ら
れ

た
順
位
に
従
い
議
長
に
承
認

す
る
旨
述
べ
た
後
、
議
長
席

に
つ
き
、
本
会
は
適
法
に
成

立
し
た
の
で
開
会
す
る
旨
を

宣
し
、
直
ち
に
議
事
に
入
っ

た
。

５ 　

議
事
の
経
過
の
要
領
及
び

そ
の
結
果

　
〔
報
告
事
項
〕

　

１ 　

平
成
30
年
度
の
事
業
報

告
に
つ
い
て

　
　

 　

議
長
よ
り
、
当
法
人
の

平
成
30
年
度
に
お
け
る
事

業
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

２ 　

平
成
30
年
度
の
年
間
報

告
に
つ
い
て

　
　

 　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

教
室
主
任
の
北
川
副
理
事

長
よ
り
、
人
事
異
動
（
一

般
消
化
器
外
科
97
名
、
心

臓
血
管
外
科
27
名
、
呼
吸

器
外
科
８
名
、
小
児
外
科

10
名
の
異
動
）
を
中
心
に

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

３　

委
員
会
報
告

　
　

 　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

各
委
員
会
に
つ
い
て
、
以

下
の
通
り
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　
　

⑴　

刀
林
賞
選
考
委
員
会

　
　
　

 　

委
員
長
の
幕
内
理
事

よ
り
、
刀
林
賞
の
選
考

経
過
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
、
以
下
の
者
の

受
賞
が
決
定
し
た
。

　
　
　

 

刀
林
賞
：
政
井
恭
兵

（
85
回
相
当
）

　
　
　

 

刀
林
奨
励
賞
：
藤
村
直

樹
（
82
回
）、
竹
内
優

志
（
92
回
）

　
　

⑵ 　

刀
林
新
聞
編
集
委
員

会

　
　
　

 　

副
委
員
長
の
石
井
理

事
よ
り
、
編
集
中
の
刀

林
新
聞
第
１
１
３
号
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。

　
　

⑶　

国
際
委
員
会

　
　
　

 　

欠
席
の
八
木
委
員
長

を
代
理
し
て
、
議
長
よ

り
、
韓
国
延
世
大
学
と

の
交
流
事
業
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ
、
本
日

の
総
会
に
同
大
学
か
ら

出
席
さ
れ
る
旨
の
説
明

が
な
さ
れ
た
。

　
　

⑷　

財
務
委
員
会

　
　
　

 　

委
員
長
の
小
澤
理
事

よ
り
、法
人
設
立
前（
平

成
30
年
４
月
１
日
～
平

成
31
年
２
月
15
日
）
と

法
人
設
立
後
（
平
成
31

年
２
月
16
日
～
同
年
３

月
31
日
）
に
分
け
て
、

収
支
計
算
書
、
貸
借
対

照
表
及
び
財
産
目
録
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
　
　

 　

議
長
が
、
監
査
役
に

計
算
書
類
の
監
査
結
果

を
含
む
監
査
報
告
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
尾
原
監

事
か
ら
、
当
事
業
年
度

の
監
査
結
果
は
、
別
添

の
監
査
役
の
監
査
報
告

書
謄
本
に
記
載
の
通
り

で
あ
る
旨
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

　

４　

新
入
室
者
報
告
の
件

　
　

 　

教
室
主
任
の
北
川
副
理

事
長
よ
り
、
外
科
学
教
室

に
計
23
名
が
入
室
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
〔
決
議
事
項
〕

　

第 

１
号
議
案　

平
成
30
年
度

事
業
報
告
承
認
の
件
に
つ

い
て

　
　

 　

議
長
よ
り
、
報
告
事
項

１
に
て
説
明
さ
れ
た
報
告

内
容
に
つ
い
て
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

　

第 

２
号
議
案 　

平
成
30
年

度
計
算
書
類
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
よ
り
、
報
告
事
項

３
⑷
に
て
説
明
さ
れ
た
報

告
内
容
に
つ
い
て
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

　

第 

３
号
議
案　

理
事
16
名
選

任
の
件

　
　

 　

議
長
は
、
当
法
人
の
理

事
全
員
が
本
会
の
終
結
と

同
時
に
理
事
の
任
期
が
満

了
し
た
た
め
、
そ
の
後
任

者
を
選
任
す
る
必
要
が
あ

る
と
こ
ろ
、
平
成
31
年
４

月
実
施
の
選
挙
に
よ
り
選

出
さ
れ
た
理
事
候
補
者
17

名
の
う
ち
、
卒
後
50
年
以

上
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
選
出

さ
れ
た
北
島
政
樹
評
議
員

が
令
和
元
年
５
月
21
日
に

逝
去
し
た
が
、
後
任
が
本

会
ま
で
に
決
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
、
本
会
終
了
後
該

当
評
議
員
間
の
協
議
に
よ

り
選
定
す
る
こ
と
し
、
そ

の
余
の
16
名
を
後
任
の
理

事
と
し
て
選
任
し
た
い
旨

を
述
べ
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
満
場
異
議
な
く
こ
れ
に

賛
成
し
、
原
案
通
り
承
認

可
決
し
た
。

　
　

 　

な
お
、
被
選
任
者
全
員

が
席
上
そ
の
就
任
を
承
諾

し
た
。

　
　

 

理
事　

松
本
純
夫
、
北
川

雄
光
、
市
来
嵜
潔
、
小
澤

壯
治
、
石
井
良
幸
、
川
久

保
博
文
、
半
田
寛
、
黒
田

達
夫
、
淺
村
尚
生
、
志
水

秀
行
（
以
上
、
重
任
） 

 

窪
地
淳
、
澤
藤
誠
、
下
島

直
樹
、
和
田
剛
幸
、
竹
内

優
志
、水
野
翔
大
（
以
上
、

新
任
）

　

第 

４
号
議
案　

監
事
選
任
の

件

　
　

 　

議
長
は
、
当
法
人
の
監

事
２
名
全
員
が
本
会
の
終

結
と
同
時
に
監
事
の
任
期

が
満
了
し
た
た
め
、
そ
の

後
任
者
を
選
任
す
る
必
要

が
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
う

ち
、
学
外
の
監
事
候
補
者

１
名
が
本
会
ま
で
決
ま
ら

ず
、
本
会
終
了
後
に
選
定

す
る
こ
と
と
し
、
本
会
に

て
以
下
の
学
内
の
監
事
候

補
者
１
名
を
後
任
の
理
事

と
し
て
選
任
し
た
い
旨
を

述
べ
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
満
場
異
議
な
く
こ
れ
に

賛
成
し
、
原
案
通
り
承
認

可
決
し
た
。

　
　

 　

な
お
、
被
選
任
者
は
席

上
そ
の
就
任
を
承
諾
し

た
。

　
　

監
事　

尾
原
秀
明（
重
任
）

　

第 

５
号
議
案　

平
成
30
年
刀

林
賞
選
定
の
件

　
　

 　

議
長
は
、
報
告
事
項
３

⑴
に
て
説
明
さ
れ
た
報
告

内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
承

認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
ぞ
れ
満
場
異
議
な
く
こ

れ
に
賛
成
し
、
原
案
通
り

承
認
可
決
し
た
。

６ 　

以
上
の
審
議
の
後
に
、
議

事
録
署
名
人
に
つ
い
て
、
議

長
か
ら
窪
地
理
事
及
び
岡
林

剛
史
評
議
員
の
２
名
を
指
名

し
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
は
、
以
上
を
も
っ
て
本

日
の
議
事
は
終
了
し
た
旨
を
述

べ
、
午
後
３
時
30
分
閉
会
を
宣

し
、
解
散
し
た
。

　

以
上
の
決
議
を
明
確
に
す
る

た
め
、こ
の
議
事
録
を
作
成
し
、

議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
２
名

が
こ
れ
に
記
名
押
印
す
る
。

　

令
和
元
年
６
月
22
日

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

外
科
学
教
室
同
窓
会
定
時
社
員

総
会

議
長　

副
理
事
長 

松
本
純
夫

議
事
録
署
名
人 

窪
地　

淳

議
事
録
署
名
人 

岡
林
剛
史

理
事
会
議
事
録

１　

日
時

　
　

 

令
和
元
年
６
月
22
日（
土
）

午
後
３
時
00
分
～
午
後
３

時
30
分

　
　

場
所

　
　

 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
丁

目
10
番
４
号　

 
 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
別

館
地
下
２
階　

ト
パ
ー
ズ

２　

出
席
者

　

理
事
総
数　

16
名

　

出
席
理
事　

16
名

　

 

市
来
嵜
潔
（
48
回
）、
松
本

純
夫
（
52
回
）、
窪
地
淳

（
58
回
）、北
川
雄
光（
65
回
）、

小
澤
壯
治
（
60
回
）、
黒
田

達
夫
（
61
回
）、
淺
村
尚
生

（
62
回
）、志
水
秀
行（
65
回
）、

澤
藤
誠
（
67
回
）、
石
井
良

幸
（
70
回
）、
川
久
保
博
文

（
73
回
）、下
島
直
樹（
76
回
）、

半
田
寛
（
80
回
）、
和
田
剛

幸
（
84
回
）、
竹
内
優
志

（
91
回
）、水
野
翔
大
（
94
回
）

　

監
事
総
数　
２
名

　

出
席
監
事　
２
名

　

 

安
藤
暢
敏
（
50
回
）、
尾
原

秀
明
（
72
回
）

３　

議
長
選
任
の
経
過

　

 　

定
刻
に
至
り
、
仮
司
会
の

松
本
純
夫
理
事
が
開
会
を
宣

し
、
本
日
の
理
事
会
が
定
足

数
を
も
っ
て
成
立
す
る
旨
を

告
げ
、
議
長
の
選
出
方
法
を

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満

場
一
致
を
も
っ
て
同
理
事
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
続
い
て

議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

４ 　

議
事
の
経
過
の
要
領
及
び

そ
の
結
果

　
〔
決
議
事
項
〕

　

第 

１
号
議
案　

代
表
理
事
１

名
選
定
の
件

　

 　

 　

議
長
は
、
代
表
理
事
北

島
政
樹
が
令
和
元
年
５
月

21
日
に
逝
去
し
、
そ
の
地

位
を
失
っ
た
の
で
、
そ
の

後
任
者
を
選
任
す
る
必
要

が
あ
る
旨
を
述
べ
て
、
そ

の
選
任
方
法
を
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
議
場
よ
り
下
記
の

者
を
後
任
の
代
表
理
事
と

し
て
推
薦
す
る
旨
の
発
言

が
あ
っ
た
。
議
長
が
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
満
場
異
議
な
く
こ
れ

に
賛
成
し
た
。

　
　
　
　
　
　

記

　

 

代
表
理
事　

松
本
純
夫
（
新

任
）

　

 　

被
選
任
者
は
、
席
上
代
表

理
事
に
就
任
す
る
こ
と
を
承

諾
し
た
。

　

第 

２
号
議
案　

副
理
事
長
１

名
選
定
の
件

　
　

 　

議
長
は
、
副
理
事
長
の

松
本
純
夫
及
び
北
川
雄
光

の
両
名
が
先
に
行
わ
れ
た

社
員
総
会
の
終
結
を
も
っ

て
そ
の
地
位
を
失
っ
た
の

で
、
そ
の
後
任
者
と
し
て

学
内
か
ら
１
名
を
選
任
す

る
必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ

て
、
そ
の
選
任
方
法
を

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
議
場
よ

り
下
記
の
者
を
後
任
の
副

理
事
長
と
し
て
推
薦
す
る

旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
議

長
が
こ
れ
を
議
場
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な

く
こ
れ
に
賛
成
し
、
原
案

通
り
承
認
可
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　

記

　

 

副
理
事
長　

北
川
雄
光
（
重

任
）

　

 　

被
選
任
者
は
、
席
上
代
表

理
事
に
就
任
す
る
こ
と
を
承

諾
し
た
。

　

 　

な
お
、
議
長
よ
り
、
学
外

か
ら
の
後
任
者
は
、
後
日
選

定
す
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。

　

第 

３
号
議
案　

令
和
元
年
度

事
業
計
画
案
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
は
、
令
和
元
年
事

業
年
度
計
画
の
内
容
を
説

明
し
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

　

第 

４
号
議
案　

令
和
元
年
度

予
算
案
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

財
務
委
員
長
の
小
澤
理
事

が
、
令
和
元
年
度
予
算
案

を
説
明
し
た
。
議
長
が
、

議
長
が
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

　

第 

５
号
議
案　

学
会
支
援
募

金
活
動
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

第
75
回
日
本
大
腸
肛
門
病

学
会
学
術
集
会
会
長
の
宮

澤
伸
宣
会
員
（
61
回
）
が
、

同
集
会
の
内
容
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
前
田
耕
太

郎
会
員
が
会
長
を
務
め
る

ISU
CRS

も
同
時
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

議
長
が
、
両
学
術
集
会
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
度
の

学
会
支
援
募
金
の
対
象
と

す
る
こ
と
を
議
場
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な

く
こ
れ
に
賛
成
し
、
原
案

通
り
承
認
可
決
し
た
。

　

第 

６
号
議
案　

新
入
会
会
員

の
件

　
　

 　

議
長
よ
り
、
以
下
の
各

氏
よ
り
、
当
会
入
会
希
望

が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
、
各
々
挨
拶
が
な
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　

記

　

一
般
・
消
化
器
外
科

　
　

 

志
田
敦
男
（
77
回
相
）
湘

南
慶
育
病
院

　
　

 

尾
戸
一
平
（
83
相
）
荻
窪

病
院

　
　

 

新
井　

修
（
89
相
）
さ
い

た
ま
市
立
病
院

　

心
臓
血
管
外
科

　
　

 

吉
村
幸
浩
（
68
回
相
）
都

立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
欠
席
）

　
　

 

山
本
裕
介
（
84
回
相
）
都

立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
欠
席
）

　
　

 

秋
山　

章
（
88
回
相
）
慶

應
義
塾
大
学
病
院

　

呼
吸
器
外
科

　
　

 

奥
村　

武
弘
君（
69
回
相
）

埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー

　
　

 　

議
長
が
、
上
記
各
氏
が

当
会
に
入
会
す
る
旨
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満

場
異
議
な
く
こ
れ
に
賛
成

し
、
原
案
通
り
承
認
可
決

し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
事
の
全
部

の
審
議
及
び
報
告
を
終
了
し
た

の
で
、
議
長
は
、
午
後
７
時
10

分
閉
会
を
宣
し
、
解
散
し
た
。

　

上
記
議
事
の
経
過
の
要
領
及

び
そ
の
結
果
を
明
確
に
す
る
た

め
、
代
表
理
事
及
び
監
事
が
記

名
押
印
す
る
。

　

令
和
元
年
６
月
22
日

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

外
科
学
教
室
同
窓
会

議
長　

代
表
理
事 

松
本
純
夫

出
席
理
事 

北
川
雄
光

出
席
理
事 

市
来
嵜
潔

出
席
理
事 

窪
地　

淳

出
席
理
事 

小
澤
壯
治

出
席
理
事 

黒
田
達
夫

出
席
理
事 

淺
村
尚
生

出
席
理
事 

志
水
秀
行

出
席
理
事 

澤
藤　

誠

出
席
理
事 

石
井
良
幸

出
席
理
事 

川
久
保
博
文

出
席
理
事 

下
島
直
樹

出
席
理
事 

半
田　

寛

出
席
理
事 

和
田
剛
幸

出
席
理
事 

竹
内
優
志

出
席
理
事 

水
野
翔
大

出
席
監
事 

安
藤
暢
敏

出
席
監
事 

尾
原
秀
明

令
和
元
年
度 

社
員
総
会
議
事
録

１　

日
時

　
　

 

令
和
元
年
６
月
22
日（
土
）

午
後
３
時
45
分
～
午
後
４

時
00
分

　
　

 

場
所

　
　

 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
丁

目
10
番
４
号　

 
 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
別

館
地
下
２
階　

ア
ス
コ
ッ

ト
ホ
ー
ル

２　

出
席
し
た
社
員
の
数

　

⑴ 　

当
法
人
の
社
員
の
総
数　

51
名

　

⑵ 　

出
席
社
員
数
（
委
任
状

に
よ
る
者
を
含
む
）
47
名

３　

出
席
役
員
等

　

理　
　

事

　

 

松
本
純
夫（
理
事
長
、52
回
）、

北
川
雄
光
（
副
理
事
長
、
65

回
）、
市
来
嵜
潔
（
48
回
）、

幕
内
博
康
（
49
回
）、
小
澤

壯
治
（
60
回
）、
黒
田
達
夫

（
61
回
）、淺
村
尚
生（
62
回
）、

古
梶
清
和
（
63
回
）、
志
水

秀
行
（
65
回
）、
石
井
良
幸

（
70
回
）、
川
久
保
博
文
（
73

回
）、
半
田
寛
（
80
回
）

　

監　
　

事

　

 

安
藤
暢
敏
（
50
回
）、
尾
原

秀
明
（
72
回
）

４　

開
会

　

 　

定
刻
、
法
人
事
務
局
か
ら

本
日
の
社
員
総
会
は
定
款
に

規
定
す
る
定
足
数
に
達
し
て

い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

次
い
で
、
松
本
理
事
長
が
、

先
の
理
事
会
に
て
代
表
理
事

（
理
事
長
）
に
選
任
さ
れ
た

こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
定
款

の
規
定
に
よ
り
議
長
席
に
つ

き
、
本
会
は
適
法
に
成
立
し

た
の
で
開
会
す
る
旨
を
宣

し
、直
ち
に
議
事
に
入
っ
た
。

５ 　

議
事
の
経
過
の
要
領
及
び

そ
の
結
果

　
〔
決
議
事
項
〕

　

第 

１
号
議
案　

令
和
元
年
度

事
業
計
画
案
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
は
、
令
和
元
年
事

業
年
度
計
画
の
内
容
を
説

明
し
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

　

第 

２
号
議
案　

令
和
元
年
度

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
同
窓
会　

令
和
元
年
度
社
員
総
会
報
告

刀
林
会
理
事
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

松
本
　
純
夫
（
52
回
）



（ 5 ）  （ 4 ）令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行 � 令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行第　114　号 第　114　号刀　　　　林 刀　　　　林

予
算
案
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

財
務
委
員
長
の
小
澤
理
事

が
、
令
和
元
年
度
予
算
案

を
説
明
し
た
。
議
長
が
、

議
長
が
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

　

第 

３
号
議
案　

学
会
支
援
募

金
活
動
承
認
の
件

　
　

 　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

第
75
回
日
本
大
腸
肛
門
病

学
会
学
術
集
会
会
長
の
宮

澤
伸
宣
会
員
（
61
回
）
が
、

同
集
会
の
内
容
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
前
田
耕
太

郎
会
員
が
会
長
を
務
め
る

ISU
CRS

が
同
時
開
催
す

る
こ
と
を
説
明
し
た
。
議

長
が
、
両
学
術
集
会
に
つ

い
て
、
令
和
元
年
度
の
学

会
支
援
募
金
の
対
象
と
す

る
こ
と
を
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な
く

こ
れ
に
賛
成
し
、
原
案
通

り
承
認
可
決
し
た
。

　

第 

４
号
議
案　

新
入
会
会
員

の
件

　

 　

 　

議
長
よ
り
、
以
下
の
各

氏
よ
り
、
当
会
入
会
希
望

が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
、
各
々
挨
拶
が
な
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　

記

　

一
般
・
消
化
器
外
科

　
　

 

志
田
敦
男
（
77
回
相
）
湘

南
慶
育
病
院

　
　

 

尾
戸
一
平
（
83
相
）
荻
窪

病
院

　
　

 

新
井　

修
（
89
相
）
さ
い

た
ま
市
立
病
院

　

心
臓
血
管
外
科

　
　

 

吉
村
幸
浩
（
68
回
相
）
都

立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
欠
席
）

　
　

 

山
本
裕
介
（
84
回
相
）
都

立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
欠
席
）

　
　

 

秋
山　

章
（
88
回
相
）
慶

應
義
塾
大
学
病
院

　

呼
吸
器
外
科

　
　

 

奥
村　

武
弘
君（
69
回
相
）

埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー

　
　

 　

議
長
が
、
上
記
の
各
氏

が
当
会
に
入
会
す
る
こ
と

を
承
認
す
る
旨
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、

原
案
通
り
承
認
可
決
し

た
。

６ 　

以
上
の
審
議
の
後
に
、
議

事
録
署
名
人
に
つ
い
て
、
議

長
か
ら
窪
地
理
事
及
び
岡
林

剛
史
評
議
員
の
２
名
を
指
名

し
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
は
、
以
上
を
も
っ
て
本

日
の
議
事
は
終
了
し
た
旨
を
述

べ
、
午
後
４
時
00
分
閉
会
を
宣

し
、
解
散
し
た
。

　

以
上
の
決
議
を
明
確
に
す
る

た
め
、こ
の
議
事
録
を
作
成
し
、

議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
２
名

が
こ
れ
に
記
名
押
印
す
る
。

　

令
和
元
年
６
月
22
日

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

外
科
学
教
室
同
窓
会
定
時
社
員

総
会

議
長　

代
表
理
事 

松
本
純
夫

議
事
録
署
名
人 

窪
地　

淳

議
事
録
署
名
人 

岡
林
剛
史

全
員
集
会
議
事
録
概
要

日
時
： 

令
和
元
年
６
月
22
日（
土
）

16
時
30
分
よ
り

場
所
： 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

別
館
地
下
２
階
ア
ス
コ
ッ
ト

出
席
会
員
数　

１
７
８
名　

（
前
年
＋
９
名
）

会
則
に
よ
り
理
事
長
が
議
長

を
務
め
た

先
ほ
ど
の
社
員
総
会
で
、
松

本
副
理
事
長
が
理
事
長
と
な
ら

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

会
員
冒
頭
に
北
島
前
理
事

長
、
平
成
30
年
度
中
に
物
故
さ

れ
た
12
名
に
黙
祷
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。

１
．
報
告
事
項

　

 

①
平
成
30
年
度
同
窓
会
年
間

報
告
（
理
事
長
）

　

 

②
平
成
30
年
度
教
室
年
間
報

告
（
北
川
教
室
主
任
）

　

 

③
委
員
会
報
告

　

 

・
刀
林
賞
選
考
会
（
幕
内
委

員
長
）

　

 

・
刀
林
新
聞
編
集
委
員
会 

（
川
村
委
員
長
）

　

 

④
平
成
30
年
度
決
算
（
小
澤

財
務
委
員
長
・
尾
原
監
事
）

　

 

⑤
令
和
元
年
度
事
業
計
画

（
松
本
理
事
長
）

　

 

⑥
令
和
元
年
度
予
算
（
松
本

理
事
長
）

２
．
学
会
支
援
募
金（
理
事
長
）

　

 　

第
75
回
大
腸
肛
門
病
学
会

学
術
集
会
（
会
長　

聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
科
大
学
東
横
病
院

病
院
長　

宮
島
伸
宜
61
回
）

　

 　

T
he 30

th B
ennial 

Gongress of ISU
CRS2020

（
会
長　

藤
田
医
科
大
学
国

際
医
療
セ
ン
タ
ー
教
授　

前

田
耕
太
郎
58
回
）

　

 　

総
予
算
1
億
2
千
万
円
の

う
ち
1
千
万
円
の
支
援
要

請
、
各
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が

あ
っ
た

３
．
刀
林
賞
表
彰
（
理
事
長
）

　

 　

刀
林
賞
政
井
恭
兵（
85
相
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科

（
呼
吸
器
）

　

 　

刀
林
奨
励
賞　

藤
村
直
樹

（
82
回
）　

済
生
会
中
央
病
院

血
管
外
科　

竹
村
優
志
（
91

回
）
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

　

 　

表
彰
の
あ
と
、
受
賞
者
か

ら
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た

４ 

．
平
成
30
年
度
新
入
室
者
報

告
（
岡
林
専
修
医
担
当
主
任

78
回
）
96
回
生
14
名
、
96
回

相
当
8
名
、
94
回
生
1
名
新

入
会
者
一
般
・
消
化
器
3
名
、

心
臓
血
管
外
科
3
名
、
呼
吸

器
外
科
1
名
の
紹
介
が
あ

り
、
各
自
、
自
己
紹
介

５ 

．
韓
国
延
世
大
学
外
科
同
窓

会
（
世
刀
會
）
と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て
（
八
木
国
際
委

員
長
77
回
）

　

 　

韓
国
延
世
大
学
外
科
同
窓

会
紹
介
（
理
事
長
）
が
あ
り
、

そ
の
後
調
印
式
が
行
わ
れ

た
。

講
演
会

　

①
司
会
：
松
本
理
事
長

　

 

厚
生
労
働
省
健
康
局
長　

宇

都
宮
啓
君
（
65
回
）
演
題
： 

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
推
進
」

　

 

②
北
島
名
誉
理
事
長
業
績
を

偲
ん
で　

北
川
雄
光　

外
科

学
教
室
主
任
・
副
理
事
長　

以
上
で
令
和
元
年
刀
林
会
全

員
集
会
を
終
了
し
た
。
そ
の
後

ア
ス
コ
ッ
ト
で
懇
親
会
が
開
か

れ
た
。

平
成
30
年
度　

決
算
報
告

北島名誉理事長業績を偲んで 
北川外科学教室主任．刀林会副理事長

前田 ISUCRS 会長

新入会者

宮島第 75 回日本大腸肛門病学会会長

厚生労働省健康局長 宇都宮 啓君（65 回）
「がんゲノム医療の推進」

小澤財務委員会　委員長

幕内刀林賞選考委員会　委員長北川外科学教室主任．刀林会副理事長

尾原外科学教室幹事．刀林会監事

川村刀林新聞編集委員会　委員長
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故
北
島
政
樹
名
誉
教
授
（
45

回
）
が
２
０
１
７
年
11
月
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
韓
国
外
科
学
会

創
立
70
周
年
記
念
大
会
に
お
い

て
招
待
講
演
を
な
さ
っ
た
際
、

本
刀
林
会
と
、
韓
国
外
科
学
会

と
の
今
後
の
国
際
交
流
の
発
展

に
つ
い
て
議
論
な
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
故
北
島
政
樹

先
生
の
ご
発
案
で
、
刀
林
会
の

今
後
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る

た
め
に
、
将
来
構
想
委
員
会
内

に
国
際
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、
先
般
刀
林
会
新

聞
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
刀
林
会
理

事
会
お
よ
び
国
際
委
員
会
の
審

議
の
結
果
を
受
け
ま
し
て
、
故

北
島
政
樹
先
生
が
医
学
部
長
在

任
中
に
医
学
部
間
でM

O
U

（M
e

m
o

r
a

n
d

u
m

 
o

f 
U

nderstanding

）
を
締
結
な

さ
っ
て
お
り
ま
し
た
韓
国
の
延

世
大
学
と
の
交
流
事
業
を
ま
ず

き
っ
か
け
と
し
て
、
国
際
展
開

を
進
め
る
と
い
う
事
業
目
標
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

延
世
大
学
と
の
国
際
交
流
を

具
体
化
す
べ
く
、
ま
ず

２
０
１
８
年
３
月
８
日
に
、
横

浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本
胃

癌
学
会
（
会
長
：
片
井
均
先
生
：

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央

病
院
副
院
長
61
回
）
の
た
め
に

来
日
さ
れ
た
延
世
大
学
外
科
同

窓
会
（Sedohoe
：
世
刀
會
）

前
会
長
のSung H

oon N
oh

教
授
と
、
故
北
島
政
樹
先
生
の

ご
同
席
の
元
で
、
刀
林
会
と
延

世
大
学
同
窓
会
と
の
国
際
交
流

事
業
の
実
現
化
に
つ
き
ま
し
て

ご
説
明
し
、
ご
快
諾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
６
月
７
日

に
再
び
北
島
政
樹
理
事
長
の
ご

高
配
を
賜
り
ま
し
て
、
日
本
肝

胆
膵
外
科
学
会
30
周
年
記
念
学

術
集
会
の
た
め
に
来
日
な
さ
い

ま
し
た
延
世
大
学
外
科
同
窓
会

会
長
のD

ong-Sup Y
oon

教

授
と
の
会
談
を
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
席
で
刀
林
会
国
際

委
員
会
発
足
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
両
大
学
外
科
同
窓
会
間
の

交
流
事
業
に
つ
い
て
ご
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、Y

oon

教
授
に
快
く
ご
賛

同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
両
同
窓
会
間
のM

O
U

を

新
た
に
締
結
す
る
運
び
と
な

り
、
12
月
１
日
に
は
、
松
本
純

夫
刀
林
会
副
理
事
長
と
小
職
が

延
世
大
学
外
科
同
窓
会
総
会
に

出
席
し
、
本
医
学
部
お
よ
び
外

科
学
教
室
の
歴
史
を
あ
ら
た
め

て
ご
紹
介
す
る
と
共
に
、
今
後

の
具
体
的
な
活
動
と
提
携
内
容

の
確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
ま
し
て
、
こ
の
度

２
０
１
９
年
６
月
22
日
の
刀
林

会
総
会
の
場
に
４
名
の
延
世
大

学
の
先
生
（
韓
国
外
科
学
会
会

長 Sung H
oon N

oh

教
授
、

延
世
大
学
同
窓
会
会
長Eui 

H
o H

w
ang

教
授
、
延
世
大
学

外
科M

yung Soo K
im

教
授
、

延
世
大
学
外
科Byung Soh 

M
in

教
授
）
を
お
招
き
し
、

M
O

U

の
調
印
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
調
印
式
で
は
写
真
の

よ
う
にK

im

教
授
、H

w
ang

会
長
、
松
本
理
事
長
、
北
川
教

授
の
４
名
が
無
事
調
印
を
行

い
、
書
類
を
交
換
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
こ
の
度
、
故
北
島
政
樹

先
生
と
高
校
・
大
学
を
通
じ
て

の
同
窓
生
で
あ
り
ま
す
三
橋
洋

之
様
（
三
橋
産
業
株
式
会
社
会

長　

経
済
学
部
39
年
卒
）
か
ら

本
事
業
の
た
め
に
多
大
な
る
ご

寄
付
を
賜
り
、
三
橋
記
念
国
際

交
流
基
金
を
設
立
い
た
し
ま
し

た
。
本
基
金
に
よ
っ
て
外
科
刀

林
会
を
基
点
と
し
た
国
際
交
流

や
留
学
支
援
活
動
に
充
当
で
き

る
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
の
若
手
外
科

医
の
相
互
交
流
や
他
国
同
窓
会

へ
の
展
開
な
ど
、
刀
林
会
の
飛

躍
的
な
発
展
に
繋
が
る
事
業
と

し
て
大
変
期
待
さ
れ
ま
す
。

韓
国
延
世
大
学
と
の
調
印
式
報
告

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

八
木
　
洋
（
77
回
）

2019 年６月 22 日　刀林会総会調印式にて（左から Myung Soo Kim 延世大学外科学教授、Eui Ho Hwang 延世大学同窓会会長、松本純夫刀林会新理事長、北川雄光慶應義塾
大学病院長・慶應義塾大学医学部外科学教室主任）

去
る
２
０
１
９
年
５
月
21
日

に
刀
林
会
理
事
長
で
あ
る
北
島

政
樹
先
生
（
45
回
）
が
ご
逝
去

さ
れ
、
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ

る
中
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
・
ア

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
Ⅱ
で
例
年
通

り
刀
林
会
会
員
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

巻
頭
の
写
真
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
懇
親
会
に
先
立
ち
同

ホ
ー
ル
に
て
１
９
３
名
の
参
加

会
員
全
員
で
集
合
写
真
の
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
写
真
撮
影
は

こ
こ
数
年
の
恒
例
で
あ
り
、
診

療
科
の
分
け
隔
て
な
く
非
常
に

多
く
の
先
生
方
が
一
堂
に
会
す

る
様
子
は
、
刀
林
会
の
強
い
つ

な
が
り
を
確
認
で
き
る
非
常
に

良
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
結
束
は
北
島
先
生

の
ま
さ
に
望
む
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
続
け
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
の
開
催
に
先
立
ち
、

松
本
純
夫
刀
林
会
理
事
長
か
ら

北
島
先
生
を
偲
び
、
今
後
の
刀

林
会
の
結
束
を
呼
び
掛
け
る
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

に
献
杯
の
ご
挨
拶
を
比
企
能
樹

先
生
（
37
回
）
に
お
つ
と
め
い

た
だ
き
ま
し
た
。
比
企
先
生
の

悲
し
み
を
和
ら
げ
る
明
る
く
力

強
い
お
言
葉
に
、
会
員
一
同
大

き
な
勇
気
を
い
た
だ
き
、
い
よ

い
よ
懇
親
会
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
立
食
形
式
で
ご

歓
談
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
同
様
に
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
同
期
や
出
張
先
の
恩
師

と
の
再
会
を
懐
か
し
み
会
話
が

弾
む
様
子
や
、
世
代
や
診
療
科

を
越
え
た
交
流
が
会
場
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
会
の
途
中
、
北
島
先
生
の

ご
発
案
で
始
ま
っ
た
国
際
交
流

の
一
環
と
し
て
韓
国
・
延
世
大

学
か
ら
お
招
き
し
たN

oh 
Sung-hoon

教
授
か
ら
北
島
先

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
、
北
島
先
生
の
優
し
い
人
柄

と
世
界
的
な
功
績
を
改
め
て
感

じ
る
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
掛
川
暉
夫

先
生
（
33
回
）
よ
り
ご
挨
拶
い

た
だ
き
、
心
に
し
み
る
暖
か
な

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
懇
親
会
の
締
め
と
し

て
、
加
藤
悠
人
君
（
92
回
）
の

エ
ー
ル
に
よ
り
、「
若
き
血
」

を
全
員
で
力
強
く
斉
唱
し
、
会

場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
最
後
に
北
川
雄
光
教
室
主

任
（
65
回
）
か
ら
閉
会
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
来
年
の
再
開

を
約
束
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。本

年
度
は
北
島
先
生
の
ご
逝

去
に
伴
い
、
し
め
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
に
教
室
葬
が
執

り
行
わ
れ
、
わ
れ
わ
れ
教
室
内

の
人
間
も
気
持
ち
の
整
理
が
つ

か
な
い
状
態
で
の
懇
親
会
と
な

り
、
刀
林
会
員
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
お
掛
け
致
し
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
外

科
医
不
足
が
嘆
か
れ
る
中
、
刀

林
会
員
の
先
生
方
に
お
力
添
え

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
本
年

度
も
22
名
の
Ｄ
３
の
先
生
に
刀

林
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
慶
大
外
科

は
全
国
的
に
も
か
な
り
の
多
く

の
専
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
る

大
き
な
外
科
学
教
室
で
あ
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
若
い
先
生
方

の
新
し
い
力
を
得
な
が
ら
刀
林

会
員
が
一
致
団
結
し
、
益
々
刀

林
会
お
よ
び
慶
大
外
科
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
は
北
島
政
樹

先
生
へ
の
恩
返
し
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
来
年
以
降
も
よ
り
多

く
の
刀
林
会
会
員
の
先
生
方
に

ご
臨
席
を
賜
り
、
懇
親
会
が
結

束
を
強
固
に
す
る
場
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

懇
親
会
報
告

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

岡
林
　
剛
史
（
78
回
）
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令
和
元
年
５
月
21
日
、
刀
林

会
理
事
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
北

島
政
樹
先
生
が
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
我
々
教
室
員
、
刀
林
会
会

員
に
と
り
ま
し
て
は
、
本
当
に

信
じ
ら
れ
な
い
突
然
の
訃
報
で

あ
り
、
い
ま
だ
に
そ
の
喪
失
感

を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

５
月
23
日
、
ご
親
族
に
よ
る

家
族
葬
が
芝
の
増
上
寺
に
て
執

り
行
わ
れ
、
私
自
身
も
弔
辞
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
北
島
政
樹
先
生
が

１
９
９
１
年
か
ら
16
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
教
授
と
し
て
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
外
科
学
教
室
と
し
て
、

６
月
22
日
（
土
）
北
里
講
堂
に

て
葬
儀
・
告
別
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

教
室
幹
事
、
尾
原
秀
明
准
教

授
の
進
行
で
開
式
の
辞
が
述
べ

ら
れ
、
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
続

い
て
医
学
部

長
天
谷
雅
行

先
生
よ
り
告

別
の
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し

た
。
北
島
先

生
と
天
谷
先

生
の
個
人
的

な
出
会
い
を

ご
紹
介
さ
れ

た
の
ち
、
幼

少
時
代
か
ら

の
生
い
立

ち
、
学
生
時

代
の
医
学
部

野
球
部
で
の

活
躍
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学

留
学
時
代
の

ご
家
族
と
の
生
活
や
、
慶
應
義

塾
大
学
教
授
と
な
っ
て
か
ら
の

輝
か
し
い
ご
業
績
等
を
丁
寧
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

に
日
本
外
科
学
会
理
事
長
、
九

州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
消

化
器
・
総
合
外
科
学
分
野
教
授
、

森
正
樹
先
生
よ
り
弔
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
森
先
生
ご
自
身

の
北
島
先
生
と
の
思
い
出
と
と

も
に
、
２
０
０
０
年
の
第

１
０
０
回
日
本
外
科
学
会
総
会

を
会
長
と
し
て
主
催
さ
れ
る
な

ど
日
本
外
科
学
会
全
体
を
牽
引

し
て
、
長
年
外
科
学
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
日
本
外
科

学
会
を
代
表
し
て
感
謝
の
意
を

込
め
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
い
で
弔
辞
を
い
た
だ
い

た
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
理

事
長
末
松
誠
先
生
は
、
肝
移
植

導
入
初
期
に
臨
床
上
の
課
題
を

北
島
先
生
と
一
緒
に
解
決
し
た

こ
と
な
ど
、
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
家
族
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
診
療
・
研
究
・
教

育
に
邁
進
さ
れ
、
多
く
の
優
秀

な
後
進
を
育
成
さ
れ
た
お
姿
を

感
慨
深
く
振
り
返
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
弔
辞
を
述
べ
ら
れ
た

慶
應
連
合
三
田
会
会
長
、
北
里

大
学
名
誉
教
授
比
企
能
樹
先
生

は
、
生
前
同
様
に
「
北
さ
ん
」

と
呼
び
か
け
な
が
ら
北
島
先
生

が
杏
林
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
第
１
０
０
回

日
本
外
科
学
会
の
大
成
功
、
万

国
外
科
学
会
で
の
記
念
講
演
な

ど
輝
か
し
い
活
躍
の
思
い
出
を

ご
紹
介
下
さ
い
ま
し
た
。
最
後

に
ご
遺
族
を
代
表
し
て
ご
令
室

北
島
宏
江
様
よ
り
、
ま
た
主
催

者
を
代
表
し
て
北
川
よ
り
会
葬

の
御
礼
を
申
し
上
げ
、
参
列
者

の
皆
様
に
ご
献
花
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
が
遺
影
を
見
つ

め
て
涙
ぐ
ま
れ
る
お
姿
を
拝
見

し
な
が
ら
、
私
共
も
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
思
い
を
致
し
ま
し

た
。教

室
葬
当
日
は
ご
多
忙
の
中

約
４
０
０
名
の
方
々
に
ご
参
列

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
多
く
の
皆

様
か
ら
ご
供
花
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最

後
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
北
島
政

樹
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

北
島
政
樹
先
生　

教
室
葬

令
和
元
年
６
月
１
日
付
で
埼

玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
心
臓
血
管
外
科
教
授
、
診

療
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
就
任
に
あ
た
り
、
多
大
な

る
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
刀
林
会
の
諸
先
生
方
、
特
に

志
水
秀
行
教
授
に
は
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

１
９
９
８
年
に
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
外
科
学
教
室

へ
入
局
し
、
一
般
消
化
器
外
科

を
平
塚
市
民
病
院
、
国
立
栃
木

病
院
で
学
び
ま
し
た
。
二
年
間

消
化
器
外
科
を
学
ん
だ
こ
と
は

外
科
医
と
し
て
非
常
に
有
意
義

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に

平
塚
で
の
金
井
先
生
や
栃
木
で

の
石
川
先
生
に
は
外
科
医
と
し

て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
の
い

ろ
は
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
卒
後
４
年
目
に
心
臓
外
科

を
専
攻
し
、
計
４
年
間
大
学
病

院
で
の
レ
ジ
デ
ン
ト
の
の
ち
に

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
、
済
生
会

横
浜
市
東
部
病
院
で
心
臓
外
科

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
間
四
津

名
誉
教
授
の
ご
高
配
に
よ
り
モ

ナ
コ
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
、
タ
イ

の
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
で
臨
床

フ
ェ
ロ
ー
で
の
留
学
の
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
外
で
は

朝
か
ら
晩
ま
で
手
術
室
に
入
り

多
く
の
手
術
の
執
刀
す
る
機
会

に
も
恵
ま
れ
、
冠
動
脈
や
弁
膜

症
な
ど
の
手
術
の
基
本
は
こ
こ

で
養
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
タ

イ
で
は
日
本
か
ら
来
た
初
め
て

の
フ
ェ
ロ
ー
で
し
た
が
、
そ
の

後
慶
應
の
後
輩
や
他
の
多
く
の

日
本
人
が
臨
床
留
学
し
て
い
る

こ
と
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
に
大
学
病
院
へ
帰

室
し
志
水
教
授
の
ご
指
導
の
も

と
大
動
脈
疾
患
に
対
す
る
外
科

治
療
を
中
心
に
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
９
月
よ
り
埼
玉

医
大
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
赴

任
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は

埼
玉
医
科
大
学
病
院
か
ら
心
臓

病
セ
ン
タ
ー
、
包
括
的
が
ん
セ

ン
タ
ー
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
３
部
門
に
特
化
し
た
病
院
と

し
て
平
成
19
年
４
月
に
開
院

し
、
心
臓
外
科
の
手
術
件
数
は

日
本
で
５
番
以
内
に
入
る
ビ
ッ

グ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
現
在
11
名

の
心
臓
外
科
医
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、出
身
大
学
は
東
北
、

旭
川
医
、
千
葉
、
筑
波
、
等
多

様
で
、
様
々
な
文
化
や
経
験
を

し
て
お
り
非
常
に
勉
強
に
な
り

ま
す
。
ま
た
小
児
心
臓
外
科
に

は
鈴
木
孝
明
教
授
（
63
回
）
や

同
期
の
保
土
田
健
太
郎
先
生

（
77
回
）、
循
環
器
内
科
に
は
慶

應
の
卒
業
生
が
多
く
、
非
常
に

心
強
く
ま
た
風
通
し
の
よ
い
環

境
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
お
り

ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
心
臓

外
科
領
域
で
行
わ
れ
て
い
る
全

て
の
治
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
重
症
心
不
全
治
療
と

し
て
植
え
込
み
型
補
助
人
工
心

臓
や
心
臓
移
植
は
、
僕
に
と
っ

て
さ
ほ
ど
経
験
が
な
く
ま
だ
ま

だ
勉
強
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医
療

に
は
不
可
欠
な
領
域
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
当
セ
ン
タ
ー

は
埼
玉
県
の
中
核
病
院
で
あ
り

緊
急
手
術
な
ど
は
全
て
受
け
入

れ
る
方
針
と
な
っ
て
お
り
、
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
や
麻
酔
科
な
ど
緊

急
症
例
に
対
す
る
院
内
の
人
々

の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
は
素

晴
ら
し
く
、
僕
ら
心
臓
外
科
医

に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
臓
外
科

専
門
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
14
床
や
オ
ペ

室
３
部
屋
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
１
室
）
を
自
由
に
使
え
る

と
い
う
病
院
か
ら
の
ハ
ー
ド
面

で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
も
後
押
し
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
更
に
当
科
を

発
展
さ
せ
、
日
本
中
か
ら
若
手

医
師
が
研
修
に
集
ま
る
よ
う
な

科
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
刀
林
会
諸
先
生
方

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

心
臓
血
管
外
科
教
授
・
診
療
部
長
就
任

吉
武
　
明
弘
（
77
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）
教
授

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
病
院
長

北
川
　
雄
光
（
65
回
）

こ
の
度
、
令
和
２
年
11
月
13

日
、
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

第
75
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会

学
術
集
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
伝

統
あ
る
学
会
の
学
術
集
会
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
身
に
余
る
光
栄
な
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
刀
林
会
の
先
生
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
場
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

ノ
ー
ス
で
、
現
在
建
築
中
で
令

和
２
年
４
月
に
完
成
予
定
で

す
。
同
時
期
の
令
和
２
年
11
月

11
日
か
ら
、
前
田
耕
太
郎
先
生

が
国
際
大
学
結
腸
直
腸
会
議

（ISU
CRS

）
を
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
会
の
一
部
でISU

CRS

と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
学
術
集
会

に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方

に
は
、ISU

CRS

に
も
自
由
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
挑
戦
と
検
証
」、

「Challenge and Inspection

」

と
い
た
し
ま
し
た
。
本
邦
で
の

大
腸
肛
門
疾
患
は
増
加
し
て
お

り
、
大
腸
癌
の
手
術
の
み
な
ら

ず
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、
炎
症
性

腸
疾
患
、
化
学
療
法
を
含
め
た

集
学
的
治
療
、
肛
門
部
の
良
悪

性
疾
患
と
多
く
の
テ
ー
マ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
会
は
外
科

だ
け
で
な
く
、
内
科
、
肛
門
科
、

放
射
線
科
、
病
理
と
多
く
の
診

療
科
に
ま
た
が
っ
た
学
会
で

す
。
他
科
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
も

多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
腸

肛
門
病
学
に
関
わ
る
新
た
な
知

見
、
術
式
へ
の
挑
戦
と
そ
の
成

績
の
検
証
を
大
き
な
柱
と
し
て

行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。ま
た
、

研
修
医
や
若
手
の
先
生
方
の
登

竜
門
と
し
て
研
修
医
セ
ッ
シ
ョ

ン
やU

nder 40 Session

な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
は
昭

和
15
年
３
月
に
「
日
本
直
腸
肛

門
病
学
会
」
と
し
て
創
立
さ
れ

昭
和
41
年
に
「
日
本
大
腸
肛
門

病
学
会
」
と
改
称
し
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
約
７
０
０
０

人
で
す
。
太
平
洋
戦
争
時
を
除

い
て
毎
年
学
術
集
会
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
本
学
会
は
慶
應

義
塾
大
学
と
は
つ
な
が
り
が
深

く
、
多
く
の
先
生
が
理
事
長
、

理
事
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
術
集
会
は
小
平　

正

先
生
、
隅
越
幸
男
先
生
、
馬
塲

正
三
先
生
、
小
平　

進
先
生
、

丸
田
守
人
先
生
、
寺
本
龍
生
先

生
、
日
比
紀
文
先
生
、
前
田
耕

太
郎
先
生
が
開
催
さ
れ
、
小
生

で
９
人
目
と
な
り
ま
す
。
す
べ

て
の
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
そ
の
中
に
加
え
て

い
た
だ
く
こ
と
は
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
は
４
月
に
は
第

１
２
０
回
日
本
外
科
学
会
が
北

川
雄
光
会
頭
の
も
と
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
刀

林
会
の
先
生
方
に
は
色
々
と
ご

多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が

第
75
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会

学
術
集
会
に
向
け
て
万
全
の
準

備
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
ご

理
解
と
ご
支
援
の
程
、
伏
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
75
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
学
術
集
会

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

東
横
病
院
　
病
院
長

宮
島
　
伸
宜
（
61
回
）

こ
の
度
、
２
０
２
０
年
４
月

16

−

18
日
の
会
期
で
横
浜
市
に

お
き
ま
し
て
、
令
和
を
迎
え
て

初
と
な
る
第
１
２
０
回
日
本
外

科
学
会
定
期
学
術
集
会
を
会
頭

と
し
て
主
催
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
室
と

し
て
は
北
島
政
樹
先
生
が
第

１
０
０
回
日
本
外
科
学
会
総
会

を
主
催
さ
れ
て
か
ら
丁
度
20
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
外
科
学
教
室
創
設
１
０
０

年
に
当
た
る
２
０
２
０
年
に
伝

統
あ
る
日
本
外
科
学
会
定
期
学

術
集
会
を
主
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
は
身
に
余
る
栄
誉

で
あ
り
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
刀
林
会
会
員
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
、
黒
田
達
夫
教
授
、

淺
村
尚
生
教
授
、
志
水
秀
行
教

授
、
尾
原
秀
明
准
教
授
、
篠
田

昌
宏
准
教
授
を
中
心
に
、
全
て

の
教
室
員
が
一
丸
と
な
っ
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
１
２
０
と
い
う
数
字

は
人
間
の
生
涯
に
お
い
て
は

「
大
還
暦
」
と
も
称
さ
れ
、
伝

統
あ
る
日
本
外
科
学
会
も
こ
の

「
大
還
暦
」
を
迎
え
新
し
い
時

代
の
起
点
に
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
大
き
な
時
代
の
転

換
点
に
お
い
て
、
あ
え
て
外
科

学
の
原
点
に
立
ち
返
り
若
い
世

代
が
勇
気
と
希
望
を
抱
い
て
次

の
時
代
に
歩
み
出
せ
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
、
本
学
術
集
会
の

テ
ー
マ
を
「
命
と
向
き
合
い　

外
科
医
と
し
て
生
き
る-T
o 

live as a surgeon: Looking 
life in the eye-

」
と
い
た
し

ま
し
た
。
直
接
的
に
生
命
と
関

わ
る
医
療
は
、
最
近
の
若
い
世

代
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で

す
。
厳
し
い
修
練
や
医
療
行
為

そ
の
も
の
に
伴
う
リ
ス
ク
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
が
い
わ
ゆ
る

「
外
科
離
れ
」
を
助
長
し
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
定
期
学
術
集
会

に
お
い
て
、
今
一
度
、
命
と
向

き
合
う
こ
と
、
外
科
医
と
し
て

生
き
る
こ
と
の
喜
び
、
誇
り
を

皆
様
と
と
も
に
見
つ
め
直
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
術
集
会
の
最
も
重
要
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
学
会
２
日

目
に
国
立
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
１
２
０
回
日
本
外
科
学
会
定

期
学
術
集
会
記
念
式
典
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
こ
の
式
典
に
お

い
て
は
、
若
手
外
科
医
、
初
期

研
修
医
に
「
未
来
を
担
う
若
手

外
科
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
披
露
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
１
０
０
名
を
超
え

る
応
募
を
い
た
だ
き
、
ビ
デ
オ

審
査
、
オ
ー
デ
イ
シ
ョ
ン
を
経

て
、
男
女
３
名
ず
つ
計
６
名
の

若
手
外
科
医
が
演
者
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
次

の
時
代
を
担
う
外
科
医
た
ち
の

強
い
思
い
に
皆
様
と
と
も
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
本
学
術
集
会

の
一
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
若
手
の
思
い
を

受
け
て
、
日
本
外
科
学
会
が
ど

の
よ
う
な
将
来
像
を
描
き
、
ど

の
よ
う
な
行
動
計
画
を
実
行
し

て
行
く
か
を
考
え
、
指
導
医
た

ち
か
ら
の
「
未
来
の
た
め
の
今

―
横
浜
宣
言
２
０
２
０
」
を
公

表
す
る
予
定
で
す
。

第
１
２
０
回
定
期
学
術
集
会

を
記
念
し
て
大
き
く
二
つ
の
特

別
企
画
シ
リ
ー
ズ
を
設
け
ま
し

た
。
特
別
企
画
「
命
と
向
き
合

う
た
め
に
」
で
は
、
高
度
な
外

科
医
療
を
実
践
す
る
た
め
の
新

し
い
技
術
や
新
し
い
領
域
を
取

り
上
げ
、
そ
の
将
来
展
望
を
俯

瞰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
特
別
企
画
「
外
科
医
と
し
て

生
き
る
」
に
お
い
て
は
、
外
科

医
を
取
り
巻
く
様
々
な
社
会
的

課
題
に
つ
い
て
外
科
医
以
外
の

特
別
指
定
演
者
に
も
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
方
向
性
を
模

索
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
本

学
術
集
会
が
、
刀
林
会
会
員
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
明
日

へ
の
活
力
と
な
り
記
憶
に
残
る

も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

第
１
２
０
回
日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）
教
授

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
病
院
長

北
川
　
雄
光
（
65
回
）
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令
和
元
年
７
月
４
日
、
５
日

の
２
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ

ル
（
東
京
都
文
京
区
）
に
お
い

て
第
42
回
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡

学
会
学
術
集
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
は

世
界
で
初
め
て
気
管
支
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
開
発
し
た
池

田
茂
人
先
生
（
31
回
生
・
外
科
）

ら
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
53
年

に
日
本
気
管
支
研
究
会
と
し
て

発
足
し
、
そ
の
年
に
第
１
回
学

術
集
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
（
昭
和
58
年
）
か
ら
は

日
本
気
管
支
学
会
と
学
会
に
昇

格
し
、
更
に
第
26
回
（
平
成
15

年
）
か
ら
は
胸
腔
鏡
、
縦
隔
鏡

な
ど
の
胸
部
疾
患
の
診
療
に
関

係
す
る
内
視
鏡
全
般
を
包
括
す

る
た
め
そ
の
名
称
を
日
本
呼
吸

器
内
視
鏡
学
会
に
変
更
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
学
術
集
会
の
テ
ー
マ
は

「
離
婁
明
視
麻
姑
手
」
と
い
う

福
沢
諭
吉
先
生
の
七
言
絶
句
の

漢
詩
「
贈
医
（
医
に
贈
る
）」

の
一
節
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
の

意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「
医
学

と
い
う
も
の
は
自
然
と
人
間
と

の
限
り
無
い
知
恵
比
べ
の
記
録

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
医
師

よ
、
自
分
た
ち
は
自
然
の
家
来

に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
言
っ
て
く

れ
る
な
。
離
婁
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
眼
力
と
麻
姑
の
よ
う
な

行
き
届
い
た
手
を
持
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
こ
そ

は
じ
め
て
そ
こ
に
医
業
の
真
諦

が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
「
離

婁
明
視
麻
姑
手
」
の
一
節
は
明

治
の
世
に
あ
っ
て
既
に
現
代
の

内
視
鏡
技
術
の
発
展
を
希
求
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
翻
っ
て
呼
吸
器
内
視
鏡
の

世
界
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
わ
れ

わ
れ
は
気
管
支
鏡
か
ら
始
ま
っ

て
縦
隔
鏡
、
胸
腔
鏡
と
「
離
婁

の
明
視
」
を
手
に
入
れ
、
更
に

は
胸
腔
鏡
下
手
術
、
そ
し
て
平

成
30
年
度
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
内

視
鏡
手
術
が
保
険
収
載
さ
れ
る

に
至
り
ま
さ
に
「
麻
姑
の
手
」

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
先
人
た
ち
が
希
求
し
続
け

た
技
術
を
手
に
し
た
今
、
わ
れ

わ
れ
は
そ
れ
ら
の
技
術
を
い
か

に
使
い
こ
な
す
か
を
問
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
本
学
術
集
会
を
も
う
一
度
原

点
に
立
ち
返
っ
て
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
た
い

と
考
え
、
福
澤
先
生
の
漢
詩
の

一
説
を
テ
ー
マ
と
し
て
選
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡

学
会
の
会
員
は
呼
吸
器
内
科
、

呼
吸
器
外
科
、
放
射
線
科
、
病

理
な
ど
広
い
範
囲
の
医
師
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
構
成

さ
れ
会
員
数
は
６
７
０
０
名
を

超
え
ま
す
が
、
本
学
術
集
会
の

参
加
者
は
３
２
０
０
名
を
超
え

会
員
の
約
半
数
が
参
加
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
海
外
か

ら
もAsian Pacific Congress on 

Brochology &
 Interventional 

Pulm
onology

と
の
共
同
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
組
む
な
ど
し
て
多
く

の
参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

本
学
術
集
会
で
は
気
管
支
鏡

に
よ
る
診
断
・
治
療
に
と
ど
ま

ら
ず
、気
管
・
気
管
支
に
関
す
る

再
生
医
療
を
含
め
た
基
礎
研
究

か
ら
喘
息
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
対
す

るinterventional pulm
onology

、

胸
腔
鏡
を
用
い
た
診
断
・
治
療
、

更
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
含
む

胸
腔
鏡
下
手
術
ま
で
呼
吸
器
疾

患
全
般
に
対
す
る
基
礎
・
診
断
・

治
療
を
広
く
取
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
特
に
慶
應

肺
外
科
の
お
家
芸
で
あ
っ
た
気

管
・
気
管
支
形
成
術
に
関
す
る

基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
を
体
系
的

に
教
育
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
で
取
り
上
げ
た
こ
と
は
呼
吸

器
外
科
医
の
間
で
大
変
好
評
を

博
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
学
術
集
会
の
開
催
に
当
た
り

多
大
な
ご
支
援
、
ご
高
配
を
賜

り
ま
し
た
刀
林
会
の
諸
先
生
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
故
北
島
正
樹
先
生
に
は
本

学
術
集
会
の
運
営
に
あ
た
り
貴

重
な
ご
助
言
と
多
大
な
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
此
処
に

申
し
添
え
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

学
会
を
終
え
て

第
42
回
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
学
術
集
会

帝
京
大
学
医
学
部
長

川
村
　
雅
文
（
61
回
）

こ
の
度
、
執
筆
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た

事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
受
賞

論

文
（Susceptibility-

W
eighted Im

aging

（SW
I

）

of D
eep V

enous Congestion 
in Petroclival M

eningiom
a.

（W
orld N

eurosurg. 2019

））

は
Ｓ
Ｗ
Ｉ
を
用
い
て
頭
蓋
底
髄

膜
腫
の
一
つ
で
あ
る
錐
体
斜
台

部
髄
膜
腫
の
静
脈
鬱
滞
を
評
価

可
能
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

至
っ
た
の
は
、
河
瀬
斌
前
教
授

の
ご
指
導
の
元
２
０
０
６
年
度

第
18
回
日
本
頭
蓋
底
外
科
学
会

に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事

で
頭
蓋
底
外
科
に
興
味
を
持
っ

た
事
が
出
発
点
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
発
表
は
頭
蓋
底
髄
膜
腫

に
対
し
、
術
前
に
摘
出
率
や
難

易
度
を
判
定
可
能
なGrading

を
作
成
す
る
と
い
っ
た
物
で
、

そ
の
後
２
０
０
９
年
にA

BC 
Surgical R

isk Scale for 
skull base m

eningiom
a: a 

new
 scoring system

 for 
predicting the extent  
of tum

or rem
oval and 

neurological outcom
e.

と
し

て
論
文
発
表
し
、
第
22
回
日
本

頭
蓋
底
外
科
学
会
学
会
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
河
瀬
斌

前
教
授
が
学
会
理
事
長
を
さ
れ

て
お
り
、
直
接
会
場
に
て
表
彰

し
て
い
た
だ
い
た
事
は
良
い
思

い
出
で
す
。
そ
の
後
現
在
ま
で

吉
田
一
成
教
授
、
廣
瀬
雄
一
教

授
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
錐
体
斜
台
部
髄
膜
腫
に

は
河
瀬
斌
前
教
授
の
名
前
を
冠

し
たK

aw
ase’s triangle

を

削

開

す

るA
nterior 

transpetrosal approach

が

有
用
で
す
が
、
以
前
よ
り
適
応

が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
ま
た
同
腫
瘍

の
存
在
部
位
は
頭
蓋
底
深
部
で

複
雑
な
静
脈
解
剖
と
関
連
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
手
術
適
応
に

関
す
る
論
文
（W

orld 
N

eurosurg. 2018

）
と
、
腫

瘍
存
在
下
に
正
常
静
脈
還
流
路

が
変
更
さ
れ
る
と
い
う
論
文

（W
orld N

eurosurg. 2016

）

を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
知
見
を
も
と

に
、
腫
瘍
増
大
に
伴
う
静
脈
路

変
更
が
不
十
分
で
静
脈
還
流
が

障
害
さ
れ
る
と
、
頭
蓋
内
静
脈

鬱
滞
に
つ
な
が
る
事
を
明
ら
か

に
し
た
の
が
本
論
文
に
な
り
ま

す
。
吉
田
一
成
教
授
が
理
事
長

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
第
31
回
に

受
賞
で
き
、
よ
り
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
自
身

の
精
進
に
後
進
の
指
導
も
行
っ

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

受
賞
報
告

第
31
回
日
本
頭
蓋
底
外
科
学
会

�

優
秀
論
文
賞

藤
田
医
科
大
学
脳
神
経
外
科

安
達
　
一
英
（
78
回
）

２
０
１
９
年
４
月
よ
り
ド
イ

ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
一

般
・
消
化
器
・
移
植
外
科
に
留

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
観
光
地
と
し
て
も
人
気
の

古
城
街
道
に
位
置
す
る
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
は
中
世
の
城
、
街
並

み
が
そ
っ
く
り
残
っ
た
人
口

15
万
人
ほ
ど
の
小
規
模
都
市
で

す
。
ド
イ
ツ
最
古
の
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
大
学
（
１
３
８
６
年
創

設
）
を
中
心
と
し
て
栄
え
る
学

園
都
市
で
あ
る
た
め
治
安
も
非

常
に
良
好
で
住
み
や
す
く
、
そ

の
美
し
い
街
並
み
は
ゲ
ー
テ
や

シ
ョ
パ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多

数
の
文
化
人
に
も
こ
よ
な
く
愛

さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。私

が
所
属
す
る
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
大
学
外
科
はM

arkus  

W
. Büchler

教

授
、T

hilo 
H

ackert

教
授
の
も
と
年
間

７
０
０
件
を
超
え
る
膵
切
除
を

行
っ
て
お
り
、International 

Study Group of Pancreatic 
Surgery

（ISGPS

）
の
中
核

を
担
う
世
界
有
数
の
ハ
イ
ボ

リ
ュ
ー
ム
膵
臓
外
科
施
設
で
あ

り
ま
す
。
私
は
ま
ず
赴
任
後
半

年
間
は
連
日
手
術
や
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
参
加
し
、
世
界
を
牽

引
す
る
手
術
手
技
を
目
に
焼
き

付
け
吸
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
同
時

に
当
施
設
の
膨
大
な
手
術
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
膵
臓
腫
瘍

の
低
侵
襲
手
術
に
関
す
る
臨
床

研
究
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

一
方
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大

学
外
科
で
は
臨
床
の
み
な
ら
ず

基
礎
研
究
に
も

重
き
を
置
く
べ

く
、
２
０
１
７

年

よ

り

E
u

ro
p

e
a

n 
Study Group 
for Pancreatic 
C

a
n

c
e

r

（ESPA
C

）
の

Chairm
an

で

あ
るJohn P. 

N
eoptolem

os

教
授
を
招
聘
し

新
た
な
ラ
ボ
を

立
ち
上
げ
ま
し

た
。
私
は
、

H
ackert

教
授

の
ご
高
配
に
よ
り
本
年
秋
よ
り

こ
の
ラ
ボ
で
の
研
究
従
事
に
も

推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
は

N
eoptolem

os

教
授
の
も
と
膵

臓
癌
の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

分
野
に
お
け
る
サ
ブ
タ
イ
プ
解

析
お
よ
び
ク
ラ
ス
ス
イ
ッ
チ
を

テ
ー
マ
と
し
た
研
究
に
勤
し
ん

で
お
り
ま
す
。
当
ラ
ボ
は
中
国

か
ら
の
留
学
生
が
多
い
で
す

が
、
み
な
非
常
に
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
勤
勉
で
あ
り
、
恵
ま
れ

た
同
僚
の
中
で
日
々
良
い
刺
激

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
仕
事
面
で
充
実

し
た
日
々
を
送
る
一
方
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
関
し
て
も
、
妻
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
適
宜
息

抜
き
が
て
ら
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
イ
ス
な
ど
近
隣
諸
国

に
短
時
間
で
気
軽
に
ド
ラ
イ
ブ

に
行
け
る
地
理
環
境
が
幸
い

し
、
非
常
に
満
喫
で
き
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
一
年
も
経
ち
ま
せ

ん
が
す
で
に
多
く
の
も
の
を
見

て
き
て
、「
世
界
は
広
い
。
が
、

近
い
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
大
変
貴
重
な
留
学
の

機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
北
川

雄
光
教
授
な
ら
び
に
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
、
刀

林
会
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

永
　
滋
教
（
86
回
）

留
学
報
告

自宅の庭で妻と食事

International Society of 
U

niversity C
olon and 

Rectal Surgeons

（ISU
CRS

）

は
、
１
９
６
２
年
にM

exico

で
設
立
さ
れ
た
大
腸
外
科
領
域

で
は
世
界
で
最
も
大
き
な
国
際

学
会
で
す
。
本
邦
で
は

１
９
６
６
年
に
第
３
回
総
会

を
、
刀
林
会
の
大
先
輩
で
あ
る

当
時
東
邦
大
学
の
小
平
正
教
授

が
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
１
９
７
８
年
に

近
畿
大
学
の
陣
内
教
授
が
京
都

で
、
２
０
０
２
年
に
は
進
藤
教

授
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
横
浜
で
の
開

催
は
、
実
に
本
邦
18
年
振
り
４

回
目
の
開
催
で
す
。
２
０
１
８

年
は
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
期
は
２
０
２
０
年

11
月
11

−

14
日
で
、
慶
應
の
大

腸
外
科
の
後
輩
で
、
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
学
東
横
病
院
院
長

の
宮
島
伸
宜
教
授
が
総
会
会
長

を
さ
れ
る
第
75
回
日
本
大
腸
肛

門
病
学
会
学
術
集
会
（
会
期
11

月
13

−

14
日
）
と
合
同
開
催
を

い
た
し
ま
す
。会
場
はPacifico 

Y
okoham

a

に
隣
接
し
て
新
し

く
建
設
さ
れ
るPacifico 

Y
okoham

a N
orth

で
す
。
添

付
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
私
共
の
医

局
員
で
あ
っ
た
塩
田
規
帆
医
師

に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
宮

島
教
授
に
は
、
２
０
１
９
年
の

総
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
提
示
さ
れ

る
前
に
、
早
々
に
２
０
２
０
年

総
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
ま
たISU

CRS

の
副
会
長
も
お

引
き
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上

げ

ま

す
。

２
０
２
０
年
に

は
慶
應
の
北
川

雄
光
教
授
が
会

頭
で
日
本
外
科

学
会
定
期
学
術

集
会
（
会
期
４

月
16

−

18
日
）

も

P
acifico 

Y
okoham

a

で

開
催
さ
れ
ま

す
。

も
う
昔
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
２
０
０
０
年
に
北
島
政
樹

名
誉
教
授
が
東
京
で
日
本
外
科

学
会
定
期
学
術
集
会
を
、
皇
太

子
殿
下
（
当
時
）
を
お
招
き
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同

年
私
の
前
任
の
丸
田
守
人
名
誉

教
授
が
名
古
屋
で
日
本
臨
床
外

科
学
会
総
会
を
担
当
さ
れ
、

２
０
０
０
年
は
ま
さ
に
慶
應

Y
ear

だ
っ
た
記
憶
が
蘇
り
ま

す
。
２
０
２
０
年
も
外
科
医
に

と
っ
て
は
、
慶
應Y

ear

に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

先
生
方
のT

he 30th ISU
CRS 

2020 com
m

bined w
ith 75th 

JSCP

へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

T
he�30th�Biennial�Congress�of�
ISU
CR
S�2020

藤
田
医
科
大
学
病
院

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

前
田
　
耕
太
郎
（
58
回
）
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こ
の
度
は
伝
統
あ
る
刀
林
会

の
刀
林
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
、

身
に
あ
ま
る
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
志
水
秀

行
教
授
、
北
川
雄
光
教
授
、
尾

原
秀
明
准
教
授
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
受
賞
し

た
論
文
は
、
２
０
１
７
年
の

“Circulation Journal”

に
掲
載

さ
れ
た“A

natom
ic Feasibility 

of N
ext-Generation Stent 

Grafts for the M
anagem

ent 
of T

ype A
 A

ortic D
issection 

in Japanese Patients”

と
い

う
表
題
の
論
文
で
す
。

胸
部
大
動
脈
疾
患
の
標
準
治

療
は
、
人
工
心
肺
を
用
い
た
開

胸
人
工
血
管
置
換
術
で
す
が
、

近
年
よ
り
低
侵
襲
な
胸
部
大
動

脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

（T
EV

A
R

）
が
急
速
に
普
及

し
て
い
ま
す
。
胸
部
下
行
大
動

脈
瘤
お
よ
び
急
性
Ｂ
型
大
動
脈

解
離
に
対
し
て
は
、T

EV
A

R

が
既
に
第
１
選
択
に
な
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

Ａ
型
大
動
脈
解
離
（T

A
A

D

）

は
、
脆
弱
な
解
離
が
上
行
大
動

脈
に
存
在
し
、
一
般
的
に

T
EV

A
R

は
困
難
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
たT

EV
A

R

の

成
功
に
は
、
詳
細
な
解
剖
学
的

な
解
析
が
必
須
で
す
が
、
日
本

人
に
お
け
るT

A
A

D

の
解
剖

学
的
評
価
は
皆
無
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
わ
れ
わ
れ
は
、

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
５
年

に
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
お
よ

び
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院

で
、T

A
A

D

に
対
し
開
胸
人

工
血
管
置
換
術
が
施
行
さ
れ
た

全
１
７
２
症
例
の
う
ち
、
Ｃ
Ｔ

画
像
お
よ
び
手
術
記
事
に
て

entry tear

（ET

）
が
同
定
可

能
で
あ
っ
た
１
３
１
例
の
解
剖

学
的
解
析
を
実
施
し
、
更
に
現

在
開
発
が
進
む
次
世
代
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
解

剖
学
的
適
合
性
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
で
す
が
、
日
本

人
に
お
け
るT

A
A

D
に
対
す

るT
EV

A
R

は
、
次
世
代
の

上
行
／
弓
部
大
動
脈
用
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
も
、
ま
だ
ま
だ
時
期
尚
早
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
デ
バ
イ
ス
の

開
発
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。本

研
究
に
よ
り
、T

A
A

D

に
対
す
るT

EV
A

R

の
現
時

点
で
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
と

な
り
、
将
来
こ
れ
が
実
現
可
能

と
な
る
よ
う
、
更
な
る
研
究
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

刀
林
奨
励
賞
を
受
賞
し
て東

京
都
済
生
会
中
央
病
院

心
臓
血
管
外
科

藤
村
　
直
樹（
82
回
）

２
０
１
９
年
４
月
よ
り
、
カ

ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
病
院Centre 

for H
eart Lung Innovation

（H
LI

）
のD

on Sin

教
授
の

研
究
室
に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。H

LI

は
外
科

学
教
室
か
ら
30
年
来
先
輩
方
が

留
学
さ
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
留

学
先
で
す
が
、
現
在
34
名
の
主

任
研
究
員
と
23
名
の
博
士
研
究

員
、
42
名
の
大
学
院
生
ほ
か
、

世
界
中
か
ら
集
っ
た
総
勢

２
３
４
名
が
所
属
し
、Sin

教

授
は
そ
の
ト
ッ
プ
を
務
め
て
い

ま
す
。

研
究
室
で
は
、
治
療
法
が
未

確
立
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
検
索
を
中
心
に
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私

は
前
任
の
先
生
方
か
ら
継
続
し

て
い
る
肺
気
腫
に
対
す
る
ラ
ジ

オ
波
焼
灼
治
療
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ラ
ッ
ト
で
集
積
し

た
デ
ー
タ
を
マ
ウ
ス
で
実
証

し
、
肺
機
能
の
改
善
を
運
動
能

で
示
す
こ
と
を
目
標
に
、
デ
バ

イ
ス
つ
い
て
は
協
力
企
業
と
共

に
改
良
を
行
っ
て
お
り
、
医
工

連
携
の
側
面

も
強
い
研
究

と
な
っ
て
い

ま
す
。

カ
ナ
ダ
で

は
、
動
物
実

験
を
行
う
際

に
は
、
倫
理

か
ら
行
動

学
、
麻
酔
、

薬
物
投
与
、

手
術
な
ど
に

つ
い
て
第
三

者
が
評
価
を

行
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
必

須
で
、
７
月

か
ら
の
実
験

開
始
と
な
り

ま
し
た
が
、

自
分
の
知
識
や
技
術
不
足
で
難

儀
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、

知
識
や
技
術
が
な
い
と
こ
ろ
か

ら
少
し
ず
つ
進
歩
さ
せ
る
過
程

は
外
科
医
の
鍛
錬
に
も
似
て
い

て
、
レ
ジ
デ
ン
ト
に
な
り
た
て

の
頃
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

し
た
。
た
だ
、
研
究
室
内
で
動

物
実
験
を
任
さ
れ
る
人
数
は
限

ら
れ
、
基
礎
的
な
研
究
経
験
が

乏
し
い
私
に
と
っ
て
、
外
科
医

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
生
か
せ
る
研
究
に
携

わ
れ
る
こ
と
は
光
栄
に
思
い
ま

す
。
自
分
の
得
た
も
の
を
き
ち

ん
と
還
元
で

き
る
よ
う
、

２
年
間
を
大

切
に
過
ご
し

た
い
と
思
い

ま
す
。

ア
ジ
ア
人

も
多
く
、

ゆ
っ
た
り
と

し
て
暮
ら
し

や
す
い
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で

は
、
外
国
に

い
る
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、

例
年
に
な
い

早
い
冬
の
訪

れ
も
あ
り
、

北
国
な
ら
で
は
の
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
み
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。留
学
前
後
に
渡
り
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
先
生
に
助

け
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
お
か

れ
た
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
す

る
日
々
で
す
。
末
筆
な
が
ら
、

ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
北

川
雄
光
教
授
な
ら
び
に
外
科
学

教
室
、
刀
林
会
の
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
御
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

筒
井
　
麻
衣
（
86
回
相
当
）

留
学
報
告

写真 1：クリスマスの準備が進むセントポール病院

写真 2： 共同研究チーム（前列左端が Sin 教授、後列右から 3 人目
が筆者）

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
） 

88
回 

庄
司
佳
晃
と
申
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
チ
ー
フ
レ
ジ
デ

ン
ト
を
終
え
、
が
ん
研
有
明
病

院 

消
化
器
セ
ン
タ
ー 

胃
外
科

を
経
て
、
２
０
１
９
年
４
月
よ

り
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
に
ご
ざ
い
ま
す

John W
ayne Cancer Institute

に
留
学
中
で
す
。John W

ayne 
Cancer Institute

はSaint 
John’s H

ealth Center

に
隣

接
さ
れ
た
が
ん
専
門
研
究
施
設

で
あ
り
、
が
ん
患
者
の
臨
床
検

体
を
用
い
たT

ranslational 
Research

が
盛
ん
に
行
わ
れ

お
り
ま
す
。
当
教
室
か
ら
も
竹

内
裕
也
先
生
を
は
じ
め
、
数
々

の
先
輩
方
が
留
学
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
で
研
究

に
没
頭
で
き
て
い
る
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
現
在
、
大
き
く
３
つ
の

研
究
テ
ー
マ
、
⑴
食
道
癌
シ
ス

プ
ラ
チ
ン
耐
性
に
お
け
る

U
biquilin-4

の
関
与　

⑵
胃
癌

に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ
チ
ル
化
と

予
後
の
関
連　

⑶
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
阻

害
薬
耐
性
に
お
け
るexosom

e

の
役
割 

に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
⑴
は
前
任
の
西
知
彦
先

生
の
研
究
を
引
き
継
ぎ
、
同
僚

で
あ
る
浜
松
医
科
大
学
外
科
学

第
二
講
座
の
村
上
智
洋
先
生
と

共
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
⑵
で
はA

m
sterdam

 
U

niversity M
edical Centers

と
の
共
同
研
究
と
し
て
、

D
roplet D

igital PCR

技
術

を
用
い
てD

utch D
1D

2 trial

の
臨
床
検
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

メ
チ
ル
化
と
予
後
の
関
連
の
解

析
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

⑶
で
は
新
規
分
子
標
的
治
療
薬

で
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
阻
害
薬
に
つ

い
て
、exosom

e

に
関
連
す

る
新
た
な
耐
性
獲
得
機
序
の
解

明
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
研

究
テ
ー
マ
が
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
留
学
中
に
成
果
を
挙
げ

る
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ン
チ
ワ
ー
ク
の

日
々
で
す
が
、
手
術
手
技
の
維

持
・
向
上
を
図
る
べ
く
、

U
niversity of C

alifornia, 
Los A

ngeles

に
ご
ざ
い
ま
す

手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
あ

るCenter for A
dvanced 

Surgical &
 Interventional 

T
echnology

へ
の
立
ち
入
り

許
可
を
戴
き
、
定
期
的
に
胸
腔

鏡
・
腹
腔
鏡
下
手
術
、
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
手
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
生
活
は

物
価
が
日
本
の
約
２
倍
、
山
火

事
が
頻
発
す
る
、
ス
ペ
イ
ン
語

人
口
が
多
く
英
語
が
あ
ま
り
通

じ
な
い
な
ど
不
便
な
こ
と
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、
夏
涼
し
く
冬
暖

か
い
過
ご
し
や
す
い
気
候
、
自

然
が
多
く
子
供
に
優
し
い
環
境

の
中
、
家
族
３
人
で
今
し
か
で

き
な
い
貴
重
な
生
活
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
留

学
に
際
し
格
別
の
ご
高
配
を
承

り
ま
し
た
北
川
雄
光
先
生
、
竹

内
裕
也
先
生
、
川
久
保
博
文
先

生
、
尾
原
秀
明
先
生
、
留
学
に

際
し
基
礎
研
究
の
指
導
を
戴
い

た
福
田
和
正
先
生
、
日
頃
よ
り

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
刀
林

会
の
皆
様
、
渡
米
後
間
も
な
い

頃
に
貴
重
な
日
本
食
材
を
提
供

し
て
下
さ
っ
た
高
橋
洋
子
先

生
、
筒
井
麻
衣
先
生
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
、
ま
た
、
留
学

生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
妻

と
娘
（
12
ヶ
月
）
に
感
謝
致
し

ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

庄
司
　
佳
晃
（
88
回
）

留
学
報
告

こ
の
度
は
伝
統
と
栄
誉
の
あ

る
刀
林
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
の
研
究

論
文
を
作
成
す
る
環
境
を
与

え
、
指
導
下
さ
っ
た
、
当
科
淺

村
尚
生
教
授
を
は
じ
め
、
慶
應

外
科
学
の
諸
先
生
方
、
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
で

直
接
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
病
理

診
断
部
元
井
紀
子
先
生
、
同
呼

吸
器
外
科
先
生
方
、
そ
し
て
本

論
文
を
ご
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
刀
林
会
選
考
委
員
の
先
生
方

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ま
ず
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
論
文『Prognostic Im

pact 

of M
argin D

istance and 
T

um
or Spread T

hrough 
A

ir Spaces in Lim
ited 

R
esection for Prim

ary 
Lung Cancer

』
は
２
０
１
５

年
に
肺
癌
の
新
浸
潤
概
念
と
し

て
定
義
さ
れ
た
経
気
腔
進
展

（ST
A

S : spread through 
air-space

）
と
呼
ば
れ
る
浸
潤

形
態
概
念
に
着
目
し
、
縮
小
手

術
の
予
後
因
子
を
検
討
し
た
臨

床
研
究
論
文
で
す
。
我
々
呼
吸

器
外
科
医
に
と
っ
て
原
発
性
肺

癌
の
術
式
選
択
は
、
標
準
手
術

で
あ
る
肺
葉
切
除
だ
け
で
な
く

耐
術
能
に
応
じ
た
妥
協
的
縮
小

手
術
や
Ｃ
Ｔ
所
見
を
考
慮
し
た

積
極
的
縮
小
手
術
と
様
々
で
、

術
式
選
択
は
予
後
を
規
定
す
る

重
要
な
因
子
で
あ
り
、
縮
小
手

術
に
対
す
る
予
後
因
子
の
解
明

は
癌
根
治
の
観
点
で
重
要
で

す
。こ

れ
を
踏
ま
え
、
ス
テ
ー
ジ

Ｉ
期
肺
癌
縮
小
手
術
例
５
０
８

例
を
対
象
と
し
、ST

A
S

を
含

め
た
臨
床
病
理
学
的
因
子
に
つ

い
て
統
計
解
析
を
行
い
、
縮
小

手
術
に
お
け
る
予
後
因
子
の
解

析
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

ST
A

S

陽
性
腫
瘍
を
76
例

（
１
５
．０
％
）に
認
め
、ST

A
S

陽
性
とsurgical m

argin 
1.0cm

以
下
が
局
所
再
発
に
お

け
る
独
立
予
後
因
子
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ST
A

S

の
病
理
学
的
特
徴
と
し

て
、
充
実
性
成
分
、
微
小
乳
頭

状
成
分
を
含
む
肺
腺
癌
に

ST
A

S

が
多
い
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
今
回
の
研
究
を
通
し

て
、ST

A
S

の
重
要
性
が
科
学

的
に
立
証
で
き
た
だ
け
で
な

く
、
我
々
外
科
医
が
日
常
診
療

で
常
に
意
識
し
て
い
る

surgical m
argin

の
重
要
性

に
つ
い
て
も
再
認
識
で
き
る
結

果
と
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
一

方
、ST

A
S

陽
性
腫
瘍
の
持
つ

‘biological behavior’

に
つ
い

て
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
回
の
研
究
結
果
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、ST

A
S

の

biological behavior

に
つ
い

て
も
研
究
を
継
続
す
る
予
定
で

す
。今

回
の
受
賞
に
際
し
、
真
摯

に
患
者
さ
ん
に
向
き
合
い
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
『clinical 

question

』
を
大
切
に
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。
頂
い
た
賞
に
恥
じ
ぬ

よ
う
外
科
医
と
し
て
更
な
る
精

進
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

刀
林
賞
を
受
賞
し
て

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
呼
吸
器
）

政
井
　
恭
兵
（
85
回
相
当
）
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こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
刀
林

奨
励
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
日
頃

よ
り
ご
指
導
頂
い
て
お
り
ま
す

北
川
雄
光
教
授
、
川
久
保
博
文

准
教
授
お
よ
び
直
接
論
文
の
ご

指
導
を
賜
り
ま
し
た
須
田
康

一
・
現
藤
田
医
科
大
学
教
授
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
私
が
受
賞
し
た
論
文

は
、“G

astrointestinal 
Endoscopy”

に
掲
載
さ
れ
た

「T
echnical feasibility and 

on
colog

ic safety
 of 

diagnostic endoscopic 
resection for superficial 

esophageal cancer
」
に
な

り
ま
す
。

食
道
癌
治
療
に
お
い
て
、
臨

床
的
深
達
度cM

3-SM
2

食
道

癌
に
対
す
る
標
準
的
治
療
は
食

道
癌
根
治
術
で
す
が
、
侵
襲
が

大
き
く
合
併
症
や
死
亡
発
生
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
癌
が
粘
膜

固
有
層
に
と
ど
ま
る
病
変
に
対

す
る
標
準
的
治
療
は
内
視
鏡
的

切
除
で
あ
り
、
合
併
症
発
生
リ

ス
ク
が
低
く
、
病
理
学
的
深
達

度
で
も
癌
が
粘
膜
固
有
層
に
と

ど
ま
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば

食
道
温
存
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
表
在
型
食
道
癌
の
深
達
度

診
断
精
度
は
、狭
帯
域
光
観
察
・

拡
大
内
視
鏡
検
査
を
用
い
て
も

十
分
と
は
言
え
ず
、
し
ば
し
ば

食
道
癌
根
治
術
施
行
後
の
病
理

組
織
学
的
検
査
に
て
内
視
鏡
的

切
除
で
根
治
し
得
た
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
，

cM
3-SM

2
食
道
癌
に
対
し
て

内
視
鏡
的
切
除
を
施
行
し
、
そ

の
病
理
学
的
検
査
結
果
を
も
と

に
追
加
治
療
の
要
否
を
決
定
す

る
こ
と
で
、
根
治
性
を
落
と
さ

ず
食
道
温
存
率
を
向
上
で
き
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

本
研
究
で
は
、cM

3-SM
2

食

道
癌
に
対
す
る
内
視
鏡
的
治
療

後
の
治
療
戦
略
を
含
め
た｢

診

断
的
内
視
鏡
的
治
療｣

と
い
う

概
念
の
腫
瘍
学
的
安
全
性
と
臨

床
的
有
用
性
を
報
告
し
た
点
で

有
用
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。本

受
賞
を
励
み
に
、
今
後
と

も
食
道
癌
治
療
に
お
い
て
よ
り

多
く
の
知
見
を
世
界
に
発
信
で

き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

刀
林
奨
励
賞
を
受
賞
し
て慶

應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

竹
内
　
優
志
（
91
回
）

２
０
１
９
年
４
月
よ
り
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
一
般
・
消
化

器
外
科
に
帰
室
し
、
腸
班
の
一

員
と
し
て
研
鑽
を
積
ま
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
私
は
大
学
院

在
籍
中
に
、
北
川
雄
光
教
授
の

御
厚
意
に
よ
り
先
端
医
科
学
研

究
所　

遺
伝
子
制
御
研
究
部
門

の
佐
谷
秀
行
教
授
の
も
と
で
癌

幹
細
胞
に
関
す
る
研
究
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

当
時
の
研
究
の
つ
な
が
り
も
あ

り
、
２
０
１
６
年
４
月
よ
り
３

年
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
科
学
技

術

研

究

庁（A
gency for 

Science, T
echnology and 

Research: A
*ST

A
R

）
の
医

生
物
学
研
究
所
（Institute of 

M
edical Biology: IM

B
）
と

い
う
部
門
に
て
、
腸
の
組
織
幹

細
胞
の
発
見
者
で
あ
るN

ick 
Barker

博
士
の
も
と
で
研
究

留
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

臨
床
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
、

基
礎
研
究
に
ど
っ
ぷ
り
浸
る
時

間
を
頂
き
ま
し
た
。
苦
労
し
た

思
い
出
の
方
が
多
い
気
が
致
し

ま
す
が
、
留
学
し
な
け
れ
ば
経

験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
多
く

経
験
で
き
、
有
意
義
に
過
ご
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
北
川
教
授
、
佐
谷

教
授
を
は
じ
め
、
長
谷
川
博
俊

先
生
、
竹
内
裕
也
先
生
、
尾
原

秀
明
先
生
、
岡
林
剛
史
先
生
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
臨
床
と
研
究
両
面
に
お
い

て
微
力
な
が
ら
教
室
の
た
め
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
度
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

清
島
　
亮
（
86
回
）

帰
室
報
告

恒
例
と
な
っ
た
５
月
の
第
４

木
曜
日
、
２
０
１
９
年
５
月
23

日
（
木
）
正
午
よ
り
約
３
時
間
、

こ
れ
も
恒
例
と
な
っ
た
新
宿
駅

西
口
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
内

中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
「
南
園
」
で

開
催
さ
れ
た
。

本
会
の
最
古
参
会
員
は
前
田

外
喜
男
君
と
関
根
廸
弌
君
（
い

ず
れ
も
29
回
、
今
回
都
合
で
欠

席
）
で
、
現
在
会
員
数
は
24
名

で
あ
る
。
今
回
の
出
席
は
会
員

13
名
、
夫
人
６

名
、
研
究
助
手

等
の
お
嬢
さ
ん

で
あ
っ
た
２
名

の
計
21
名
で

あ
っ
た
。

こ
の
日
は
快

晴
で
、
日
本
列

島
各
地
で
５
月

と
し
て
は
暑
さ

の
新
記
録
が
続

出
し
始
め
の
陽

気
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
週
末
に

は
米
国
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が

令
和
初
の
国
賓

と
し
て
来
日

し
、
大
相
撲
夏

場
所
の
優
勝
力

士
へ
の
大
統
領

杯
授
与
が
予
定

さ
れ
て
い
た
。

い
つ
も
の
よ

う
に
丸
山
圭
一

幹
事
（
41
回
）

の
司
会
の
も

と
、
こ
の
１
年

間
に
逝
去
さ
れ

た
中
川
自
夫
君

（
38
回
）と
宮
崎
道
夫
君（
40
回
）

へ
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。
乾
杯
を

椎
名
栄
一
君
（
35
回
）
が
、
庶

務
・
会
計
報
告
を
丸
山
幹
事
が

行
っ
た
。
続
い
て
近
況
を
、
出

席
会
員
は
ス
ピ
ー
チ
で
、
欠
席

会
員
は
丸
山
幹
事
が
ス
ラ
イ
ド

で
報
告
し
た
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
こ
の

１
年
の
間
に
臨
床
か
ら
離
れ
た

会
員
が
数
人
い
た
一
方
で
、
欠

席
の
大
槻
道
夫
君
が
90
歳
を
超

え
て
な
お
、「
診
療
で
き
る
こ

と
が
嬉
し
く
て
仕
方
が
な
い
」

と
、
長
野
県
諏
訪
市
で
患
者
さ

ん
と
向
き
合
う
生
活
を
続
け
て

い
る
と
の
は
が
き
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
田
中
建
彦
君（
33
回
）

は
、「
こ
む
ら
が
え
り
の
即
効

治
療
予
防
」
に
つ
い
て
の
研
究

成
果
を
、
資
料
を
配
布
し
て
講

義
さ
れ
た
。
船
曳
孝
彦
君
（
40

回
）は
今
年
２
月
に「
ピ
レ
ネ
ー

山
脈
で
ス
キ
ー
」を
楽
し
ま
れ
、

そ
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
し
た
。

明
年
５
月
、
同
じ
会
場
で
の

再
会
を
約
し
て
参
会
し
た
。

 

（
丸
山
・
𠮷
野
）

同
窓
会
便
り

前列左より，𠮷野肇一，古谷健二，佐藤　清；中列，本橋五十路（旧姓田村，胃鏡室），船曳夫人，柴
崎智津子（旧姓染谷，研究室秘書），丸山夫人，比企夫人，武石夫人，田中夫人，鈴木夫人，佐藤夫人；
後列，丸山圭一，鈴木卓二，船曳孝彦，田中建彦，椎名栄一，比企能樹，横山拓也，秋里和夫

（早退：山本修三）

第
50
回
恙つ

つ
が
な
い
か
い

無
会（
旧
食
研
外
科
研
究
室
同
窓
会
）報
告

な
で
し
こ
外
科
医
へ
の
寄
稿

の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、

85
回
相
当
の
門
多
由
恵
と
申
し

ま
す
。

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
東
京

都
済
生
会
中
央
病
院
一
般
・
消

化
器
外
科
で
、原
田
裕
久
先
生
、

遠
藤
高
志
先
生
の
も
と
、手
術
、

内
視
鏡
、
ま
た
外
来
診
療
と
、

充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
は
２
０
０
６
年
に
埼
玉
医

科
大
学
を
卒
業
し
、
慶
應
義
塾

大
学
病
院
で
の
２
年
の
初
期
臨

床
研
修
の
中
で
手
術
や
肝
移
植

医
療
に
興
味
を
持
ち
、
北
川
雄

光
教
授
の
一
般
・
消
化
器
外
科

に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｄ
３
で
当
時
の
大
田
原
日

赤
、
Ｄ
４
で
東
京
歯
科
大
学
市

川
総
合
病
院
に
出
張
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
肝
胆
膵
外
科
へ
の
思

い
が
更
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
帰
室
後
、
肝
胆

膵
・
移
植
班
に
加
え
て
い
た
だ

き
、
当
時
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
大

島
剛
先
生
の
も
と
で
手
術
や
周

術
期
管
理
を
教
わ
り
ま
し
た
。

移
植
後
リ
ン
パ
増
殖
性
疾
患
の

患
者
さ
ん
が
無
事
退
院
さ
れ
た

こ
と
な
ど
、
感
慨
深
く
思
い
出

し
ま
す
。
ま
た
、
留
学
か
ら
戻

ら
れ
た
八
木
洋
先
生
に
「
脱
細

胞
化
肝
骨
格
と
間
葉
系
幹
細
胞

を
用
い
た
肝
再
生
」
を
大
学
院

の
研
究
テ
ー
マ
に
い
た
だ
き
、

無
事
学
位
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
へ
の

施
設
見
学
や
、
米
国
の
創
傷
治

癒
学
会
で
学
位
研
究
の
成
果
を

発
表
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

レ
ジ
デ
ン
ト
時
代
を
通
し
て
、

厳
し
い
局
面
を
助
け
て
く
だ

さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
や
同
僚
の
先

生
方
、
家
族
に
、
今
も
感
謝
を

忘
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
に
ポ

ス
ト
チ
ー
フ
で
伊
勢
原
協
同
病

院
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
に
、
星
本
相
淳
先
生
に
来
て

い
た
だ
き
、
初
め
て
の
膵
頭

十
二
指
腸
切
除
術
や
肝
切
除
術

を
執
刀
し
ま
し
た
。
２
０
１
６

年
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田

病
院
に
出
向
と
な
り
、
池
田
佳

史
先
生
、
似
鳥
修
弘
先
生
の
も

と
、
上
下
部
消
化
管
の
鏡
視
下

手
術
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
再
び

東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院

に
出
向
と
な
っ
た
時
に
は
、
松

井
淳
一
先
生
、
瀧
川
穣
先
生
の

も
とgeneral

に
執
刀
し
、
肝

胆
膵
の
手
術
やERCP

を
習

い
、
且
つ
自
ら
行
う
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は

レ
ジ
デ
ン
ト
時
代
を
共
に
過
ご

し
た
大
平
正
典
先
生
と
、
肝
胆

膵
疾
患
の
早
期
発
見
や
最
善
の

治
療
を
考
え
、
手
術
に
臨
ん
で

い
ま
す
。
次
の
目
標
を
持
ち
、

尊
敬
す
る
先
生
方
と
ご
一
緒
で

き
る
喜
び
を
糧
に
、
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
で
し
こ
は
可
愛
ら
し
い
花

で
す
が
、
女
性
の
外
科
医
と
し

て
は
体
力
を
磨
き
、
勉
強
し
、

人
が
天
寿
を
生
き
る
助
け
と
な

る
外
科
手
術
や
苦
し
い
時
の
癒

し
と
な
る
医
療
が
で
き
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
慶
應
義
塾
大
学

外
科
学
教
室
の
諸
先
生
方
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
　 

一
般
・
消
化
器
外
科

門
多
　
由
恵
（
85
回
相
当
）

な
で
し
こ
外
科
医

肝
胆
膵
・
移
植
班
は
、
６
名

の
ス
タ
ッ
フ
、
篠
田
昌
宏
（
73

回
、准
教
授
）、北
郷
実
（
74
回
、

准
教
授
）、
阿
部
雄
太
（
77
回
、

専
任
講
師
）、
八
木
洋
（
77
回
、

専
任
講
師
）、
大
島
剛
（
83
回
、

助
教
）、
堀
周
太
郎
（
85
回
、

助
教
）
と
約
10
名
の
専
修
医
で

構
成
さ
れ
、
篠
田
が
班
長
と
し

て
班
全
体
の
臨
床
、
研
究
、
教

育
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、
臨

床
で
は
阿
部
が
肝
・
胆
道
、
北

郷
が
膵
・
胆
道
、
篠
田
が
移
植

の
各
領
域
の
責
任
者
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

肝
・
胆
道
領
域
で
は
、
原
発

性
・
転
移
性
肝
癌
の
腹
腔
鏡
下

肝
切
除
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
肝
切
除
に
お
け
る
腹
腔
鏡

下
手
術
の
割
合
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
肝
胆
膵
領
域
の
中

で
も
非
常
に
困
難
性
が
高
い
と

さ
れ
る
肝
門
部
胆
管
癌
手
術

も
、
血
管
班
と
共
同
で
血
管
合

併
切
除
・
再
建
を
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
膵
、
胆
道
領
域
で

は
、
境
界
悪
性
と
さ
れ
る
膵
腫

瘍
か
ら
、
隣
接
血
管
の
浸
潤
が

疑
わ
れ
る
切
除
可
能
境
界
（
Ｂ

Ｒ
）
膵
癌
ま
で
切
除
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
に
関

し
て
は
、
近
年
膵
体
尾
部
切
除

に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
よ
り
膵
頭
十
二
指

腸
切
除
に
も
適
応
を
拡
大
し
て

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
移

植
領
域
で
は
、
親
族
か
ら
肝
臓

提
供
を
受
け
る
生
体
肝
移
植
に

加
え
、
脳
死
ド
ナ
ー
か
ら
提
供

を
受
け
る
脳
死
肝
移
植
の
比
率

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
慢
性
の

非
代
償
性
肝
硬
変
、
緊
急
性
を

要
す
る
劇
症
肝
炎
な
ど
に
対
し

て
、
内
科
、
看
護
部
等
多
部
署

と
連
携
し
て
医
療
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
臨
床
活

動
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
各
領

域
の
臨
床
研
究
論
文
も
多
数
発

信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
八
木
講
師
を
中
心
と
す
る

再
生
医
療
班
で
の
班
員
の
研
究

実
績
も
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
関
連
施

設
全
体
で
臨
床
研
究
を
推
進
す

るK
eio Surgical Reseaech 

N
etw

ork (K
SRN

)-H
BP

（
年

２
回
開
催
）
で
の
活
動
、
日
本

肝
胆
膵
外
科
学
会
に
よ
る
認
定

施
設
拡
大
、
同
学
会
専
門
医
取

得
者
の
養
成
な
ど
「
オ
ー
ル
慶

應
の
活
力
」
を
意
識
し
て
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

外
科
学
教
室
創
設
１
０
０
周

年
を
目
前
に
控
え
、
肝
胆
膵
・

移
植
班
は
次
の
１
０
０
年
に
お

い
て
も
最
新
・
最
良
の
医
療
と

研
究
を
実
践
す
べ
く
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

肝
胆
膵
・
移
植
班

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

篠
田
　
昌
宏
（
73
回
）

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介
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私
は
、現
在
、枚
方
市
の
「
関

西
医
科
大
学
く
ず
は
病
院
」で
、

現
役
の
病
院
長
を
し
て
お
り
ま

す
。
病
院
は
、
回
復
期
リ
ハ
を

中
心
と
し
た
慢
性
期
医
療
と
介

護
部
門
を
有
す
る
94
床
の
小
さ

な
病
院
で
す
。
ま
す
ま
す
進
展

す
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き

る
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
並
び
に
大
学

附
属
の
病
院
と
し
て
の
役
割
で

あ
る
地
域
医
療
を
担
う
医
師
、

医
学
生
、
看
護
師
等
の
教
育
・

研
修
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
自
分
を
支
え
て
く
れ

た
人
と
の
死
別
に
は
特
別
な
感

情
が
湧
き
上
が
る
も
の
で
す
。

私
は
妻
を
３
年
前
に
、そ
し
て
、

今
年
は
、
北
島
教
授
と
の
お
別

れ
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
強

い
、
強
い
喪
失
感
を
、
今
も
味

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
悲
し
み
の
中
に
い
つ
ま
で
も

い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

何
と
か
立
ち
直
る
た
め
に
も

「
日
に
ち
薬
」
が
大
切
で
す
。

時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
と
、

信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
で

頑
張
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
、

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
、
だ
め
で
す
。
安
心
、

安
堵
を
抱
け
る
人
が
、
た
と
え

遠
く
の
地
で
も
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て

い
た
の
か
、
今
に
な
っ
て
し
み

じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
頑

張
り
ま
す
。

今
村
　
洋
二 

（
46
回
）

▼
近
況
報
告

46
回
生

外
科
の
臨
床
を
離
れ
て
か
ら

在
宅
診
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
在
宅
ケ
ア
を
支

援
す
る
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ム

ケ
ア
エ
ク
ス
パ
ー
ツ
協
会
を
立

ち
上
げ
13
年
に
な
り
ま
す
。
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽

療
法
、心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
提

供
、
法
律
上
の
助
言
な
ど
、
看

護
師
、
音
楽
療
法
士
、
臨
床
心

理
士
、
弁
護
士
、
社
会
福
祉
士

な
ど
の
仲
間
た
ち
と
共
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
刀
林
会
を
は
じ

め
同
級
の
方
々
に
も
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。自
分
も
含
め
て「
充

実
し
た
晩
年
」
の
手
助
け
を
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
不
安

な
社
会
情
勢
の
な
か
で
仲
間
同

士
の
交
歓
が
大
切
だ
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（Y
Q

L05024@
nifty.com

）。

酒
井
　
忠
昭 

（
46
回
）

〈
地
位
〉

○ 

医
療
法
人
社
団
盛
翔
会　

名

誉
院
長

○ 

浜
松
市
私
的
病
院
長
会
々
長

〈
仕
事
〉

○
近
隣
会
社
の
産
業
医

○ 
民
間
健
診
セ
ン
タ
ー
の
検
診

医
（
月
５
～
６
回
）

○ 
浜
松
医
師
会
へ
の
委
員
会
出

席
（
１
／
月
）

○ 

浜
松
市
私
的
病
院
長
の
例
会

開
催
（
１
×
／
２
ヶ
月
）

〈
家
族
〉

妻
、
子
供
３
人
（
夫
々
独
立
）、

孫
８
人

長
男　

浜
松
北
病
院
理
事
（
75

回
外
科
）

〈
近
況
〉

⑴ 

毎
週
（
火
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
例
会
出
席

⑵ 

医
師
会　

各
医
会
代
表
と
の

例
会
（
１
×
／
月
）

⑶ 

同
窓
会
の
世
話
役
（
46
回
生

で
年
３
回　

浜
松
、
旭
川
、

高
知
で
ゴ
ル
フ
と
グ
ル
メ

会
）

⑷ 

静
岡
日
赤
、
浜
松
日
赤
と
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
出
席

⑸ 

慶
応
卒
後
、
研
修
セ
ミ
ナ
ー

に
毎
回
出
席
し
て
勉
強
。

㋭ 

そ
の
他　

グ
ル
メ
を
中
心
と

し
て
の
旅
行
、
音
楽
会
や
女

房
と
の
日
頃
の
戦
い
（
意
見

合
わ
ず
）、
仕
事
に
関
す
る

法
廷
闘
争
、
週
１
～
２
回
の

プ
ー
ル
通
い
等
で
、
健
康
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

〈
欄
外
〉

浜
松
北
病
院
と
約
10
分
の
所

に
あ
る
浜
松
医
科
大
学
に
は
病

院
開
設
（
Ｓ
58
年
）
以
来
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
本
校
慶
應
大
学
よ
り
学

長
は
じ
め
３
部
門
の
教
授
（
第

２
外
科
、
小
児
科
、
第
３
内
科
）

が
赴
任
さ
れ
て
い
て
三
四
会
員

と
し
て
本
当
に
心
強
く
思
い
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
10
月
23
日　

 

46
回
生　

松
田
宏
一

（
１
９
３
９
年
10
月
29
日
生
れ
）

松
田
　
宏
一 

（
46
回
）

46
回
生
は
慶
應
医
学
部
50
周

年
の
卒
業
で
あ
る
。
外
科
入
局

し
島
田
、
阿
部
、
北
島
の
三
教

授
に
仕
え
た
。
学
位
の
実
験
を

終
え
琉
球
大
学
第
二
外
科
へ
琉

学
し
、
昭
52
年
に
は
防
衛
医
大

第
二
外
科
尾
形
教
授
に
入
門
し

た
。
そ
の
こ
と
は
刀
林
新
聞
に

尾
形
先
生
追
悼
文
に
記
し
た
。

退
官
後
北
島
先
生
の
お
招
き

で
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病

院
消
化
器
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
肝

胆
膵
外
科
を
六
年
間
続
け
た
。

平
成
24
年
手
術
か
ら
足
を
洗
い

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で

人
間
ド
ッ
ク
に
携
わ
っ
た
。
胃

透
視
の
読
影
を
四
千
例
行
っ

た
。
青
空
に
漂
う
白
雲
が
レ

リ
ー
フ
の
途
切
れ
や
陰
影
欠
損

に
も
見
え
る
程
に
な
っ
た
。

新
刀
林
会
会
長
の
松
本
先
生

の
計
い
で
平
成
28
年
以
来
湘
南

慶
育
病
院
綜
合
診
療
内
科
に
勤

め
て
い
る
。
よ
ろ
ず
内
科
は
難

し
い
が
楽
し
い
。
発
熱
、発
疹
、

刺
虫
、
め
ま
い
、
悩
み
事
い
ろ

い
ろ
で
あ
る
。
85
才
の
晩
酌
に

ウ
ィ
ス
キ
ー
を
楽
し
む
洒
落
た

お
ば
あ
さ
ん
。
ガ
ラ
携
が
壊
れ

ス
マ
ホ
を
買
わ
さ
れ
た
。
不
慣

れ
で
イ
ラ
イ
ラ
不
眠
。
ま
ず
は

ス
マ
ホ
を
開
か
せ
、
一
番
大
事

な
連
絡
先
き
の
娘
さ
ん
に
掛
け

る
方
法
を
教
え
た
。
無
事
繋
が

り
楽
し
く
話
し
て
い
た
。
娘
さ

ん
の
要
望
で
私
に
変
わ
り
、
こ

の
連
絡
が
つ
い
た
の
で
、
イ
ラ

イ
ラ
不
眠
が
解
消
さ
れ
る
で

し
ょ
う
と
答
え
た
。
医
事
課
に

指
導
料
は
取
れ
る
か
聞
い
た
ら

駄
目
と
の
こ
と
。

家
で
は
芝
刈
り
、
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
防
水
塗
り
、
野
菜
作

り
、枝
お
ろ
し
が
上
手
で
あ
る
。

昨
年
11
月
登
っ
て
い
た
は
し
ご

が
倒
れ
右
前
額
を
切
っ
た
。
そ

れ
以
来
女
房
が
は
し
ご
を
禁
止

し
て
い
る
。
即
死
な
ら
ま
だ
し

も
寝
た
き
り
に
な
る
と
困
る
と

の
こ
と
。
ボ
ケ
防
止
に
は
好
き

な
英
語
の
勉
強
を
続
け
て
い

る
。又
囲
碁
も
楽
し
ん
で
い
る
。

子
供
二
人
も
結
婚
し
、
平
凡
に

孫
の
成
長
が
楽
し
み
で
あ
る
。

先
々
週
博
多
で
癌
治
療
学
会

の
代
議
員
懇
親
会
に
出
席
し

た
。
乾
杯
の
音
頭
は
北
さ
ん
が

や
る
は
ず
だ
っ
た
。

杉
浦
　
芳
章 

（
46
回
）

夏
休
み
に
年
休
を
足
し
て
６

週
間
の
休
暇
を
と
り
、

２
０
１
９
年
７
月
か
ら
、
国
境

な
き
医
師
団
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。N

igeria

の

Gw
oza

病
院
に
外
科
医
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
元
は
国

立
病
院
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ボ

コ
ハ
ラ
ム
を
始
め
と
す
る
武
装

勢
力
と
の
紛
争
の
た
め
、

２
０
１
６
年
か
ら
政
府
は
撤
退

し
、
代
っ
て
国
境
な
き
医
師
団

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
道
路
は

封
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
連

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
現
地
入

り
で
す
。
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
毎
回
近
隣
で
の
戦
闘
が

報
告
さ
れ
ま
す
が
、
普
段
の
生

活
は
至
っ
て
平
和
で
、
銃
声
が

時
々
す
る
位
で
、
砲
声
は
殆
ど

聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Gw
oza

病
院
に
は
若
手
医

師
が
７
人
い
て
、
彼
ら
に
指
導

し
つ
つ
臨
床
を
行
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
し
た
。
毎
朝
回
診
し
て
、

手
術
を
す
る
。
時
々
緊
急
手
術

が
あ
る
と
い
う
生
活
で
す
。
住

民
の
過
半
数
が

イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
た
め
、
生
活

圏
内
は
完
全
に

禁
酒
で
し
た
。

毎
日
オ
ン
コ
ー

ル
状
態
な
の
で

す
が
、
毎
日
酒

が
欠
か
せ
な
い

私
に
と
っ
て
は

好
都
合
で
し

た
。
手
術
室
は

エ
ア
コ
ン
完
備

で
、
無
影
灯
も

明
る
い
の
で
す

が
、
停
電
が
頻

繁
に
起
こ
り
ま

す
か
ら
、
電
池

式
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
麻
酔
は
教
育
を
受
け
た
看

護
師
が
、
特
に
問
題
な
く
か
け

て
く
れ
ま
す
。
最
も
多
い
手
術

は
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
が
、
他

に
外
科
系
の
医
師
は
い
ま
せ
ん

か
ら
、
帝
王
切
開
や
下
肢
切
断

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
術
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

雨
季
に
入
っ
て
涼
し
い
時
期

で
、
住
環
境
は
快
適
で
し
た
。

料
理
も
か
な
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
主
に
出
て
く
る
ト

マ
ト
で
肉
を
煮
込
む
料
理
を
始

め
、
揚
げ
パ
ン
や
ラ
イ
ス
、
パ

ス
タ
、
タ
ロ
イ
モ
等
が
充
実
し

て
お
り
、
美
味
し
い
食
事
を
楽

し
め
ま
し
た
。
西
ア
フ
リ
カ
の

英
語
は
と
て
も
訛
り
が
強
く
、

判
り
に
く
く
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、W

ifi

が
入
る
の
で
、
日

本
と
もLine

で
つ
な
が
っ
て

い
て
、
遠
く
離
れ
て
い
る
感
じ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
最
初
に
Ｍ
Ｓ
Ｆ
に
参
加

し
た
の
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
と
る
直
前
の
１
９
９
９
年
７

月
か
ら
内
戦
下
の
ス
リ
ラ
ン
カ

の
外
科
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

当
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
色
が
強

く
、
現
地
チ
ー
ム
の
派
遣
ス

タ
ッ
フ
達
に
は
、
高
給
を
捨
て

て
、
江
戸
っ
子
の
粋
の
よ
う
な

も
の
で
参
加
す
る
と
い
う
よ
う

な
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
仕
事
を
し
て
得
ら
れ
る
貢

献
感
や
充
実
感
が
報
酬
で
あ
る

と
い
う
概
念
の
実
践
で
あ
り
、

自
浄
作
用
が
強
く
管
理
が
極
め

て
簡
素
な
共
同
体
の
よ
う
な
印

象
で
し
た
。
２
０
０
６
年
に
ダ

ル
フ
ー
ル
紛
争
下
の
チ
ャ
ド
に

派
遣
さ
れ
た
時
は
、
余
り
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
印
象

は
随
分
違
い
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
か
ら
20
年
、
Ｍ

Ｓ
Ｆ
も
大
き
く
な
り
、
給
料
を

始
め
多
く
の
意
味
で
し
っ
か
り

し
た
組
織
に
な
り
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
た

ち
も
半
分
は
ア
フ
リ
カ
の
他
国

か
ら
来
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
以

外
で
も
発
展
途
上
国
か
ら
の
派

遣
が
多
く
、
彼
ら
に
と
っ
て
は

十
分
高
い
給
料
な
の
で
、
Ｍ
Ｓ

Ｆ
の
精
神
に
共
感
し
て
と
い
う

よ
り
、
単
な
る
就
職
先
と
考
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
心
意
気
と

し
て
は
寂
し
い
話
で
す
が
、
そ

の
反
面
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
で
継
続
的
に

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
仕
事
を
辞
め
て
Ｍ

Ｓ
Ｆ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
待
ち
を
す

る
人
た
ち
が
い
た
り
と
い
っ
た

側
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
悪
い

話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

働
き
方
改
革
で
、
年
休
消
化

が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Challenge

す
る
事
に
よ
り
、

日
常
生
活
か
ら
積
極
的
に
抜
け

出
す
選
択
肢
と
し
て
、
社
会
貢

献
が
で
き
て
、
見
聞
が
広
が
る

Ｍ
Ｓ
Ｆ
参
加
を
お
勧
め
し
ま

す
。

国
境
な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）：

�

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
派
遣

水
戸
赤
十
字
病
院 

第
二
消
化
器
外
科
部
長

捨
田
利
　
外
茂
夫
（
66
回
相
当
）

エ
ッ
セ
イ

網
膜
剥
離
の
手
術
後
視
力
低

下
に
悩
み
外
科
医
を
す
て
日
野

市
立
病
院
を
辞
し
立
川
で
開
院

し
て
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
ま

し
た
。
当
初
は
外
科
と
消
化
器

の
疾
患
に
こ
だ
わ
り
他
は
見
向

き
も
し
な
い
で
や
っ
て
ま
し

た
。
時
が
立
ち
周
囲
の
環
境
も

変
り
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
ら

れ
て
今
で
は
何
の
こ
だ
わ
り
も

な
く
来
る
者
拒
ま
ず
あ
ら
ゆ
る

患
者
様
と
お
つ
き
合
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
最

大
の
悩
み
は
約
５
年
来
続
く 

下
半
身
の
麻
痺
が
完
治
せ
ず 

歩
く
こ
と
叶
わ
ず
好
き
な
ゴ 

ル
フ
も
出
来
な
い
こ
と
で
す
。

２
０
１
６
年
２
月
下
半
身
麻
痺

に
尿
閉
が
発
生
し
東
海
大
八
王

子
野
川
茂
教
授
の
神
経
内
科
に

緊
急
入
院
精
査
の
結
果
胸
髄
の

動
静
脈
瘻
が
見
付
か
り
カ
テ
ー

テ
ル
塞
栓
療
法
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
で
麻
痺
は
す
ぐ
回
復

す
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
が
大

甘
で
し
た
。

松
土
　
昭
彦 

（
46
回
相
当
）

70
歳
を
期
に
平
成
25
年
３
月

で
日
野
市
立
病
院
院
長
を
退
任

し
、
名
誉
院
長
と
し
て
幹
部
会

議
出
席
を
中
心
に
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
主
な
役
割
は
医

師
確
保
の
た
め
院
長
の
大
学
訪

問
に
同
行
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
代
表
か
ら
日
野
市
立
病
院
に

対
す
る
意
見
、
要
望
を
聞
く
運

営
協
議
会
や
小
生
が
院
長
時
代

に
市
民
に
病
院
の
現
状
を
理
解

し
て
も
ら
い
協
力
を
仰
ぐ
た
め

に
立
ち
上
げ
た
市
立
病
院
応
援

団
（
４
団
体
）
の
会
合
等
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

小
生
は
外
科
学
教
室
在
籍
中

に
教
室
の
刀
林
会
係
を
長
年
務

め
、
そ
の
後
刀
林
会
理
事
、
副

理
事
長
を
経
て
、
本
年
実
現
し

た
一
般
社
団
法
人
刀
林
会
で
は

監
事
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
末
舛
恵
一
（
28
回
）
元
刀

林
会
理
事
長
が
後
に
三
四
会
長

に
就
任
さ
れ
た
折
に
ご
指
名
を

い
た
だ
き
三
四
会
理
事
を
経
て

現
在
監
事
を
、
比
企
能
樹
（
37

回
）
前
三
四
会
長
が
会
長
を
務

め
る
連
合
三
田
会
で
は
常
議
員

を
経
て
現
在
顧
問
を
務
め
て
お

り
、
何
か
と
同
窓
会
活
動
に
ご

縁
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

熊
井
　
浩
一
郎 

（
46
回
）

呼
吸
器
病
の
中
で
、「
気
胸
」

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
疾
患
で

す
。
し
か
し
日
常
的
な
疾
患
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
経
験
的
な
判

断
で
診
療
が
す
ま
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
か
、
気
胸
に
関
す
る
記

述
が
充
実
し
た
、
教
科
書
と
な

る
よ
う
な
成
書
は
な
か
な
か
見

当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

診
断
が
遅
れ
れ
ば
急
な
心
停
止

を
招
き
か
ね
な
い
緊
張
性
気
胸

や
、
内
科
的
・
外
科
的
治
療
法

か
ら
侵
襲
な
く
治
癒
に
至
ら
せ

る
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
高
齢
者
の
肺
気
腫
に
続
発

し
た
気
胸
な
ど
、
診
療
上
の
難

し
さ
が
多
々
あ
る
疾
病
で
あ
る

と
は
、
必
ず
し
も
広
く
認
識
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
埼
玉
医

科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

菊
池
功
次
先
生
（
55
回
相
当
）

か
ら
、「
新
し
い
気
胸
の
教
科

書
を
作
り
た
い
の
だ
が
、
協
力

で
き
な
い
か
」
と
、
私
と
田
島

敦
志
先
生
（
済
生
会
宇
都
宮
病

院
、
72
回
）
に
声
が
か
か
り
ま

し
た
。
日
頃
、
気
胸
の
臨
床
に

携
わ
っ
て
い
る
の
で
気
が
付
く

点
が
多
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
が
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
理
由

で
、
３
人
で
の
編
集
作
業
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
日
々
の
臨
床
に

役
立
て
て
も
ら
え
る
に
は
ど
の

よ
う
な
本
に
す
れ
ば
よ
い
か
、

を
考
え
た
際
、
胸
痛
や
呼
吸
困

難
を
訴
え
て
来
院
す
る
気
胸
患

者
を
最
初
に
診
察
す
る
の
は
、

呼
吸
器
が
専
門
外
の
医
師
や
、

研
修
中
の
若
手
医
師
の
場
合
も

多
い
こ
と
か
ら
、
呼
吸
器
に
詳

し
く
な
い
先
生
に
も
わ
か
り
や

す
く
編
集
す
る
こ
と
を
一
つ
の

方
針
と
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

初
期
対
応
を
誤
る
と
緊
急
事
態

を
招
き
か
ね
な
い
病
態
（
緊
張

性
気
胸
、
再
膨
張
性
肺
水
腫
、

血
気
胸
、
人
工
呼
吸
器
接
続
中

の
気
胸
な
ど
）
は
、
一
章
設
け

て
詳
し
く
記
述
し
、
実
臨
床
で

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
嵌
ら
な
い

よ
う
な
注
意
点
を
強
調
し
ま
し

た
。
ま
た
、
外
科
医
に
と
っ
て

は
必
ず
し
も
難
し
く
な
い
胸
腔

穿
刺
や
ド
レ
ー
ン
の
挿
入
法
な

ど
も
、
手
技
に
不
慣
れ
な
医
師

に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
頁

を
割
い
て
記
載
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
専
門
医
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
続
発
性
気
胸
に
つ

い
て
も
基
礎
疾
患
ご
と
に
詳
説

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
疾
患

は
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
先
生
（
刀
林
会
員
の
先
生

が
多
数
で
す
が
）
に
自
ら
の
経

験
を
含
め
た
解
説
を
執
筆
し
て

も
ら
い
、
網
羅
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
本

書
で
す
が
、
幸
い
版
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
、
出
版
社
か
ら
も

良
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
気

胸
の
患
者
を
診
る
機
会
が
あ
る

な
ら
ば
、
呼
吸
器
が
専
門
で
あ

る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

読
み
ご
た
え
の
あ
る
本
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
執
筆
し
て
頂

い
た
刀
林
会
の
先
生
方
に
は
あ

ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。「
気
胸
」
と
い
う
基
礎
的

な
疾
患
で
、
刀
林
会
流
の
診
療

が
世
間
に
知
ら
れ
る
な
ら
ば
、

編
集
者
の
一
人
と
し
て
こ
れ
以

上
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

臨
床
に
役
立
つ
気
胸
の
診
断
と
治
療

　

克
誠
堂
出
版

　

編
集　

菊
池
功
次
、
澤
藤　

誠
、
田
島
敦
志

澤
藤
　
誠
（
67
回
）

私
の
著
書
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大
城
先
生
は
九
州
大
学
を
卒

業
後
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
大

学
院
に
入
学
さ
れ
、
外
科
学
、

と
く
に
食
道
班
に
所
属
さ
れ
た

（
37
回
卒
相
当
）。
先
生
は
大
学

院
を
卒
業
し
て
す
ぐ
国
立
霞
ヶ

浦
病
院
へ
出
向
さ
れ
、
そ
の
時

す
で
に
手
術
が
抜
群
に
上
手

か
っ
た
ら
し
い
。
故
遠
山
隆
夫

先
生
（
35
回
）
は
大
城
先
生
の

手
術
に
傾
倒
さ
れ
、
我
々
若
い

外
科
医
に
大
城
先
生
の
手
術
技

術
を
忠
実
に
教
え
伝
え
ら
れ

た
。
霞
ヶ
浦
病
院
か
ら
国
立
埼

玉
病
院
へ
転
勤
後
、
朝
霞
駅
近

く
に
大
城
胃
腸
科
外
科
を
開
業

さ
れ
た
。
ご
開
業
後
、
手
術
は

多
く
、
故
星
野
喜
久
先
生
（
33

回
）、
杉
浦
芳
章
先
生
（
44
回
）

達
の
多
く
の
人
が
手
術
を
手
伝

わ
れ
た
。
私
は
一
度
会
い
た
い

と
訪
ね
て
行
き
、
以
来
40
年
の

長
き
に
わ
た
り
沢
山
の
こ
と
を

教
え
て
頂
い
た
。
先
生
に
手
術

を
習
っ
て
い
る
と
言
う
と
周
り

に
羨
ま
し
が
ら
れ
た
。
先
生
の

手
術
は
、
無
駄
が
な
い
、
早
い
、

出
血
量
が
少
な
い
、
術
後
経
過

が
い
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
伝
説

的
な
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
内
視

鏡
技
術
な
ど
、
何
や
っ
て
も
上

手
か
っ
た
。
そ
ん
な
伝
説
的
な

先
生
が
ど
ん
な
外
科
医
で
あ
っ

た
か
知
ら
な
い
人
が
多
い
。

昭
和
30
年
代
、
大
城
先
生
、

星
野
先
生
、
前
田
昭
二
先
生

（
33
回
）
達
は
、
千
葉
大
学
外

科
の
中
山
恒
明
教
授
や
癌
研
病

院
の
梶
谷
環
先
生
の
手
術
を
繰

り
返
し
見
学
に
行
き
、
手
術
器

具
の
使
い
方
、
癌
切
除
・
郭
清
、

剥
離
方
法
、
吻
合
法
な
ど
の
考

え
方
お
よ
び
技
術
な
ど
を
学
ば

れ
た
。
昭
和
45
年
頃
医
学
部
の

組
織
改
革
が
行
わ
れ
た
。
消
化

器
外
科
に
星
野
先
生
が
助
教
授

で
赴
任
さ
れ
、
外
科
医
た
ち
は

手
術
の
上
手
さ
に
魅
了
さ
れ

た
。
星
野
先
生
は
大
城
先
生
の

こ
と
を
「
際
立
っ
て
手
術
が
う

ま
い
」と
よ
く
話
題
に
さ
れ
た
。

先
生
達
が
他
施
設
の
手
術
を
見

て
腕
を
磨
か
れ
た
こ
と
は
、
慶

應
外
科
の
手
術
技
術
の
向
上
に

大
き
く
つ
な
が
っ
た
。
現
在
の

慶
應
の
外
科
医
達
が
日
常
や
っ

て
い
る
手
術
が
そ
の
よ
う
な
先

人
達
の
努
力
が
ベ
ー
ス
に
あ
る

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。大

城
先
生
は
「
若
い
外
科
医

は
手
術
を
や
り
た
が
る
け
ど
、

上
手
い
人
の
手
術
は
見
な
い
。

そ
れ
で
は
上
手
く
な
ら
な
い
。」

「
手
術
に
は
メ
リ
ハ
リ
が
大
切

だ
。」
と
よ
く
言
わ
れ
た
。
先

生
は
私
個
人
の
外
科
医
人
生
に

お
け
る
原
点
で
あ
り
ま
す
。
平

成
31
年
２
月
15
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
大
城
兼
光
先
生
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

大
城
兼
光
先
生
を
偲
ぶ

追
　
悼

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授
　
　 

浜
松
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
顧
問

中
村
　
達
（
49
回
）

新
入
室
者

出
身
高
校
： 

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

学
院
（
高
等
部
）

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
：
ス
ケ
ー
ト
部

趣　
　

味
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
96
回
生
の
前
田

悠
太
郎
と
申
し
ま
す
。

初
期
臨
床
研
修
を
川
崎
市
立

井
田
病
院
で
行
い
、
現
在
は
川

崎
市
立
川
崎
病
院
で
外
科
専
修

医
１
年
目
と
し
て
研
鑽
を
積
ん

で
お
り
ま
す
。

至
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
か
と

存
じ
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
崎
市
立
川
崎
病
院

前
田
　
悠
太
郎 

（
96
回
）

出
身
高
校
：
開
成
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
ラ
グ
ビ
ー
部

こ
の
度
、
外
科
学
教
室
に
入

室
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
岡

直
幸
と
申
し
ま
す
。
足
利
赤
十

字
病
院
で
初
期
研
修
修
了
後
、

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
で
外

科
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
の
も
と
、
手
術
漬
け
の
大
変

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
精
一
杯
精
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院

岡
　
直
幸
（
96
回
）

出
身
高
校
：
女
子
学
院
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
な
ど
： 

競
走
部
、

映
画
鑑
賞

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
工
藤
裕
実
と

申
し
ま
す
。

小
児
の
成
長
を
間
近
で
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
点
に
魅
力
を

感
じ
、
小
児
外
科
医
を
志
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
国
立
成
育

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
研
修
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

日
々
新
し
い
学
び
の
連
続
で

す
。
今
後
も
精
一
杯
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

工
藤
　
裕
実 

（
94
回
）

出
身
高
校
：
早
稲
田
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
硬
式
庭
球
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
古
部
快
と
申
し

ま
す
。
早
稲
田
高
校
よ
り
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
へ
進
学
し
、

硬
式
庭
球
部
に
所
属
し
て
お
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
日
野
市
立

病
院
に
て
日
々
手
術
漬
け
の
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
野
市
立
病
院古

部
　
快 

（
96
回
）

出
身
高
校
：
東
海
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
加
藤
宏
周
と
申
し

ま
す
。
足
利
赤
十
字
病
院
で
の

初
期
研
修
を
修
了
し
、
現
在
は

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

に
て
研
鑽
を
積
ま
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
至
ら
ぬ
点
は

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
日
々
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

加
藤
　
宏
周 

（
96
回
）

慶
應
義
塾
高
等
学
校
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
出
身
の
奥
居

潤
と
申
し
ま
す
。
硬
式
庭
球
部

に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
刀

林
会
の
一
員
と
し
て
少
し
で
も

貢
献
出
来
ま
す
よ
う
、
努
力
す

る
所
存
で
す
。

稲
城
市
立
病
院奥

居
　
潤 

（
96
回
）

 

刀
林
会

　
　
新
入
会
者
紹
介

こ
の
度
、
刀
林
会
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
志
田
敦

男
と
申
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
の
サ
ン
ジ
ョ
バ
ン
ニ
病

院
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
部
門
へ
の
留

学
を
経
て
、
今
年
５
月
か
ら
湘

南
慶
育
病
院
で
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ

る
と
存
じ
ま
す
が
、
御
指
導
御

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

湘
南
慶
育
病
院

志
田
　
敦
男 

（
77
回
相
当
）

令
和
元
年
度
よ
り
刀
林
会
に

入
会
し
ま
し
た
平
成
３
年
広
島

大
学
卒
の
奧
村
武
弘
で
す
。
呼

吸
器
外
科
が
専
門
で
主
に
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
（
レ

ジ
デ
ン
ト
）、
静
岡
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

４
月
よ
り
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
会
の
発
展
に
少
し
で
も
お

役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
　

呼
吸
器
外
科奧

村
　
武
弘 

（
70
回
相
当
）

こ
の
度
、
志
水
秀
行
教
授
の

ご
高
配
に
よ
り
刀
林
会
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
元
年
筑
波
大
学
卒
業
、

平
成
25
年
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
心

臓
血
管
外
科
に
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

𠮷
村
　
幸
浩 

（
68
回
相
当
）

２
０
０
４
年
よ
り
杏
林
大
学

病
院
・
関
連
病
院
で
８
年
従
事

し
、
２
０
１
２
年
よ
り
荻
窪
病

院
に
入
職
し
ま
し
た
。

村
井
院
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

の
御
指
導
の
下
、
内
視
鏡
外
科

に
特
化
し
た
診
療
科
の
中
で
、

日
々
研
鑽
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
地
域
医
療
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

荻
窪
病
院

尾
戸
　
一
平 

（
83
回
相
当
）

伝
統
あ
る
刀
林
会
に
入
会
さ

せ
て
頂
き
誠
に
光
栄
で
す
。

平
成
22
年
昭
和
大
学
を
卒
業

し
、
前
職
の
埼
玉
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
で
は
主
に
胃
が
ん
に
対

す
る
低
侵
襲
手
術
を
学
ん
で
参

り
ま
し
た
。

今
後
は
新
病
院
で
の
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
立
ち
上
げ
に
尽
力
致
し

ま
す
。

刀
林
会
の
一
員
に
加
え
て
い

た
だ
き
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
立
病
院

新
井
　
修 

（
89
回
相
当
）

平
成
30
年
度
よ
り
刀
林
会
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
勤
務
病
院
は
荻
窪
病
院

心
臓
血
管
外
科
で
し
た
。
今
後

は
先
天
性
心
疾
患
を
専
門
と
し

て
、
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
指
導
、

御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
広
島
学
院
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
：
競
走
部

こ
の
度
、
外
科
学
教
室
に
入

室
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
沖
尚
彦

と
申
し
ま
す
。
北
見
赤
十
字
病

院
で
初
期
研
修
終
了
後
、
埼
玉

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
外
科

研
修
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
熱
心
な
ご
指
導
を
賜
り
、

非
常
に
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。
精
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

沖
　
尚
彦 

（
96
回
）

出
身
高
校
：
成
城
高
校

出
身
大
学
：
日
本
大
学

ク
ラ
ブ
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
依
田
恭
尚
と
申

し
ま
す
。

初
期
研
修
を
相
模
原
協
同
病

院
で
修
了
し
、
現
在
は
静
岡
赤

十
字
病
院
に
て
外
科
専
修
医
一

年
目
と
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
存

じ
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

静
岡
赤
十
字
病
院 

外
科

依
田
　
恭
尚 

（
96
回
相
当
）

出
身
高
校
：
埼
玉
県
立
熊
谷
高
校

出
身
大
学
：
群
馬
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
硬
式
テ
ニ
ス
部

こ
の
度
、
慶
應
外
科
学
教
室

に
入
室
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
奈
良
努
と
申
し
ま
す
。
初

期
研
修
を
国
立
病
院
機
構
埼
玉

病
院
で
修
了
し
、
現
在
も
同
じ

く
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院
で

外
科
専
修
医
１
年
目
と
し
て
研

鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
御
指

導
、
御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院

奈
良
　
努 

（
96
回
相
当
）

出
身
高
校
： 

慶
應
義
塾
志
木

高
等
学
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
體
育
會
柔
道
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
96
回
生
の
城

崎
浩
司
と
申
し
ま
す
。
輝
か
し

い
歴
史
を
も
つ
教
室
の
一
員
に

な
れ
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
存

じ
て
お
り
ま
す
。
偉
大
な
る
諸

先
輩
方
の
背
中
に
近
づ
け
る
よ

う
、
そ
し
て
慶
應
義
塾
の
発
展

に
貢
献
す
べ
く
一
所
懸
命
努
力

す
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
丘
陵
病
院

城
崎
　
浩
司 

（
96
回
）

出
身
高
校
： 

聖
光
学
院
高
等
学
校

出
身
大
学
： 

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

ク
ラ
ブ
・
趣
味
： 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、歌

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
脳

神
経
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
96
回
生
の

佐
柳
太
一
と
申
し
ま
す
。
初
期

研
修
を
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で

修
了
し
、
現
在
は
済
生
会
宇
都

宮
病
院
で
専
修
医
１
年
目
と
し

て
研
鑽
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
諸

先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
修
練

を
詰
め
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

済
生
会
宇
都
宮
病
院

脳
神
経
外
科佐

柳
　
太
一 

（
96
回
）

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
高
等
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
： 

體
育
會
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
志
水
秀
彰
と
申
し
ま

す
。
済
生
会
宇
都
宮
病
院
で
2

年
間
の
初
期
研
修
修
了
後
、
日

本
鋼
管
病
院
で
外
科
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

丁
寧
か
つ
熱
心
な
先
生
方
の
ご

指
導
の
も
と
、
大
変
充
実
し
た

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で

今
後
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
諸

先
輩
方
に
近
づ
け
る
よ
う
に
精

進
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
鋼
管
病
院

志
水
　
秀
彰 

（
96
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
心
臓
血
管
）

秋
山
　
章 

（
88
回
相
当
）



（ 21 ）  （ 20 ）令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行 � 令和元年 12 月 20 日（金曜日）発行第　114　号 第　114　号刀　　　　林 刀　　　　林

顧
問
弁
護
士

刀
林
会
で
は
、
法
人
化
を
機

に
左
記
の
両
弁
護
士
を
顧
問
弁

護
士
と
し
て
お
願
い
し
、
刀
林

会
の
運
営
に
お
け
る
法
律
上
の

指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
度
、
会
員
の
皆
様
の

法
律
相
談
等
に
も
応
じ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

堤　

淳
一
先
生

昭
和
16
年
６
月
25
日
生

東
京
弁
護
士
会
所
属

丸
の
内
中
央
法
律
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

３

−

４

−

１

新
国
際
ビ
ル
８
１
７
区

電
話
：03-3201-3404

FA
X

：03-3201-3434
tsutsum

i@
m

claw
.jp

堤　

健
太
郎
先
生

昭
和
47
年
７
月
５
日
生

東
京
弁
護
士
会
所
属

堤
法
律
事
務
所

 

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田

３

−

16

−

13

日
進
ビ
ル
4
階

電
話
：03-5289-9130　

 
FA

X

：03-5289-9131
tsutsum

i@
tsutsum

i-law
.jp

（
自
己
紹
介
）

こ
の
度
、
会
員
の
皆
様
の
個

人
的
な
事
項
に
関
す
る
法
律
相

談
を
承
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。ご

相
談
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
表
記
の
い
ず
れ
か
の
連
絡

先
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

依
頼
内
容
に
即
し
柔
軟
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

顧
問
税
理
士

平
成
23
年
よ
り
、
会
計
に
関

し
て
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

岡
田　

泰
先
生

岡
田
泰
税
理
士
事
務
所

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里

５

−

14

−

10

サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル
３
０
３

z-okada@
kind.ocn.ne.jp

（
自
己
紹
介
）

顧
問
税
理
士
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
、
岡
田
泰
と
申
し

ま
す
。
最
初
の
職
業
は
小
売
業

で
、税
理
士
に
転
職
し
ま
し
た
、

少
々
異
色
の
税
理
士
で
す
。

何
か
税
務
関
係
に
お
悩
み
の

先
生
は
、
何
か
の
ご
縁
で
す
の

で
、
遠
慮
無
く
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

出
身
高
校
： 

筑
波
大
学
附
属

駒
場
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

こ
の
度
、
外
科
学
教
室
に
入

室
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

96
回
生
の
中
尾
篤
志
で
す
。

永
寿
総
合
病
院
に
て
２
年
間

初
期
研
修
医
を
行
い
、
現
在
国

際
親
善
総
合
病
院
で
後
期
研
修

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。研

修
医
か
ら
専
修
医
と
な
り

不
安
も
大
き
い
で
す
が
、
日
々

一
歩
ず
つ
精
進
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

国
際
親
善
総
合
病
院

中
尾
　
篤
志  

（
96
回
）

出
身
高
校
：
県
立
日
川
高
校

出
身
大
学
：
山
梨
大
学

ク
ラ
ブ
活
動
・
趣
味
：
バ
ス
ケ
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
96
回
生
相
当
の

岡
泰
州
と
申
し
ま
す
。

現
在
外
科
医
１
年
目
と
し
て

永
寿
総
合
病
院
で
研
鑽
を
積
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

執
刀
経
験
も
積
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
研
修
医
時
代
と
比
べ
て
責

任
の
あ
る
仕
事
も
増
え
て
悩
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩

方
か
ら
日
々
温
か
い
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
至
ら
ぬ
点
が
多
く
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

永
寿
総
合
病
院岡

　
泰
州 

（
96
回
相
当
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
96
回

生
の
柵
木
晴
妃
（
ま
せ
き
は
る

ひ
）
と
申
し
ま
す
。
出
身
高
校

は
女
子
学
院
で
す
。
学
生
時
代

は
三
四
会
水
泳
部
に
所
属
し
て

お
り
ま
し
た
。
本
年
度
新
設
の

女
性
医
師
研
修
推
進
コ
ー
ス
を

選
択
致
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
致

し
ま
す
。

国
立
病
院
機
構

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

柵
木
　
晴
妃 

（
96
回
）

出
身
高
校
： 

筑
波
大
学
附
属
駒
場

高
等
学
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
96
回
生
の
神

山
真
人
と
申
し
ま
す
。
東
京
都

済
生
会
中
央
病
院
で
初
期
研
修

修
了
後
、
現
在
は
那
須
赤
十
字

病
院
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

那
須
赤
十
字
病
院

神
山
　
真
人 

（
96
回
）

出
身
高
校
： 

仙
台
育
英
学
園
秀
光

中
等
教
育
学
校

出
身
大
学
：
弘
前
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
い
た

し
ま
し
た
、
山
岸
徳
子
と
申
し

ま
す
。

初
期
研
修
は
公
立
福
生
病
院

で
お
世
話
に
な
り
、
本
年
も
引

き
続
き
福
生
病
院
で
外
科
専
修

医
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、

外
科
医
と
し
て
日
々
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

公
立
福
生
病
院

山
岸
　
徳
子 

（
96
回
相
当
）

出
身
高
校
： 

東
洋
英
和
女
学
院

高
等
部

出
身
大
学
：
杏
林
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
： 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ゴ
ル
フ

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
栁
下
陽

香
と
申
し
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
の
初

期
研
修
を
経
て
、
現
在
練
馬
総

合
病
院
で
、
諸
先
輩
方
の
熱
心

な
ご
指
導
の
も
と
、
日
々
研
鑽

を
積
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
外
科
医
一
年
目
な
が
ら
、

そ
れ
以
上
の
経
験
を
賜
り
、
充

実
し
た
研
修
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
す
が
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

練
馬
総
合
病
院

栁
下
　
陽
香 

（
96
回
相
当
）

出
身
高
校
：
岩
田
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
硬
式
テ
ニ
ス
部

こ
の
度
刀
林
会
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
日
野
宇
太

郎
と
申
し
ま
す
。
東
京
歯
科
大

学
市
川
総
合
病
院
で
２
年
間
の

初
期
研
修
を
終
え
、
慶
應
義
塾

大
学
脳
神
経
外
科
学
教
室
に
入

室
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
平

塚
市
民
病
院
で
脳
神
経
外
科
医

と
し
て
後
期
研
修
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
予
後
を

第
一
に
考
え
日
々
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
指

導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
塚
市
民
病
院

脳
神
経
外
科

日
野
　
宇
太
郎 

（
96
回
）

本
年
度
慶
應
義
塾
大
学
外
科

学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂
い
た

山
下
幾
太
郎
（
や
ま
し
た
い
く

た
ろ
う
）
と
申
し
ま
す
。
熊
本

県
出
身
で
、
ラ
サ
ー
ル
高
校
卒

業
、
熊
本
大
学
卒
業
、
準
硬
式

野
球
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し

た
。
熊
本
県
の
国
立
病
院
機
構

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
初
期
臨

床
研
修
お
よ
び
同
救
命
救
急
・

集
中
治
療
部
で
後
期
研
修
を
行

い
、
昨
年
度
は
慶
應
義
塾
大
学

救
急
医
学
教
室
で
後
期
研
修
医

と
し
て
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。

縁
あ
っ
て
本
年
度
か
ら
外
科
学

教
室
の
一
員
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
若

輩
者
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

浜
松
赤
十
字
病
院

山
下
　
幾
太
郎 

（
96
回
相
当
）

出
身
高
校
： 

慶
應
義
塾
湘
南

藤
沢
高
等
部

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

趣　
　

味
：
馬
術
、
箏
曲

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

足
利
赤
十
字
病
院

田
中
　
優
衣 

（
96
回
）

鴎
友
学
園
女
子
高
等
学
校
、

慶
応
義
塾
大
学
出
身
の
西
田
梨

紗
と
申
し
ま
す
。学
生
時
代
は
、

一
時
期
は
競
争
部
・
ヨ
ッ
ト
部

に
所
属
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
後

は
華
道
や
装
道
を
学
び
ま
し

た
。
伝
統
の
あ
る
刀
林
会
へ
入

会
さ
せ
て
頂
き
大
変
光
栄
で

す
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

立
川
病
院

西
田
　
梨
紗 

（
96
回
）

萩
原
克
洋
と
申
し
ま
す
。
東

京
出
身
、
開
成
高
等
学
校
、
千

葉
大
学
医
学
部
卒
業
、
中
学
か

ら
大
学
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

に
入
部
し
て
お
り
ま
し
た
。
趣

味
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
写
真
撮

影
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

湘
南
東
部
総
合
病
院

萩
原
　
克
洋 

（
96
回
相
当
）

令
和
元
年
５
月
に
Ｊ
Ｒ
川
崎

駅
西
口
に
「
川
崎
鶴
見
血
管
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
新
規
開
業

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
渋
谷
（
し

ぶ
た
に
）慎
太
郎
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
平
成
９
年
に
東
京
医
科

大
学
を
卒
業
後
、
慶
應
義
塾
大

学
一
般
・
消
化
器
外
科
学
教
室

に
入
局
さ
せ
て
頂
き
、
こ
れ
ま

で
研
鑽
を
積
ん
で
参
り
ま
し

た
。平

塚
市
民
病
院
、
済
生
会
神

奈
川
県
病
院
で
の
初
期
研
修
を

終
え
、
帰
室
後
は
血
管
外
科
を

専
攻
し
、
松
本
賢
治
先
生
に
ご

指
導
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大

学
で
の
３
年
間
の
レ
ジ
デ
ン
ト

生
活
に
お
い
て
、
血
管
班
の
先

輩
で
あ
る
新
見
正
則
先
生
に
御

指
導
頂
き
、
マ
ウ
ス
異
所
性
心

移
植
モ
デ
ル
を
用
い
た
移
植
免

疫
の
研
究
で
学
位
を
取
得
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
15
年
か

ら
２
年
間
は
日
本
鋼
管
病
院
に

出
向
し
、
消
化
器
外
科
専
門
医

を
取
得
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
17
年
か
ら
は
、
６
年
間
に

わ
た
り
川
崎
市
立
川
崎
病
院
血

管
外
科
医
長
と
し
て
赴
任
し
、

血
管
外
科
医
と
し
て
多
く
の
手

術
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
血
管
疾
患
の
多

く
が
低
侵
襲
な
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
が
主
流
と
な
り
、
尾
原
秀
明

先
生
の
御
指
導
の
元
、
慶
應
義

塾
大
学
に
お
け
る
腹
部
大
動
脈

瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治
療
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
23
年
に
横
浜
市
鶴
見
区
の

済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
に
移

動
さ
せ
て
頂
き
、
心
臓
血
管
外

科
専
門
医
を
取
得
し
、
血
管
外

科
部
長
ま
で
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

卒
後
20
年
を
経
過
し
、
血
管

外
科
医
と
し
て
一
通
り
の
手
技

や
知
識
を
習
得
し
た
満
足
感
や

達
成
感
か
ら
、
新
た
な
世
界
へ

の
挑
戦
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昨
今
、
血
管
外
科
領

域
の
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
下
肢
静
脈
瘤
の
レ
ー
ザ
ー

治
療
や
透
析
内
シ
ャ
ン
ト
手
術

は
局
所
麻
酔
下
の
日
帰
り
治
療

が
標
準
治
療
と
な
り
、
医
療
費

の
削
減
や
患
者
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
観
点

か
ら
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
役
割
が

増
し
て
お
り
ま
す
。
医
師
人
生

の
ほ
と
ん
ど
を
過
ご
さ
せ
て
頂

い
た
川
崎
鶴
見
地
区
で
、
血
管

疾
患
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
日

帰
り
手
術
で
貢
献
し
た
い
と
考

え
、
新
規
開
業
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
見

と
技
術
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も

し
っ
か
り
発
揮
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
崎
鶴
見
血
管
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

開
　
業

院
長渋

谷
　
慎
太
郎
（
76
回
相
当
）

出
身
高
校
：
共
立
女
子
高
等
学
校

出
身
大
学
：
東
京
女
子
医
科
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
小
林
恭
子
と

申
し
ま
す
。

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
２
年

間
の
研
修
を
経
て
、
現
在
は
荻

窪
病
院
で
諸
先
輩
方
よ
り
温
か

い
ご
指
導
を
賜
り
、
日
々
研
修

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
大
変
恐

縮
で
す
が
、
優
秀
な
先
輩
方
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
病
院

小
林
　
恭
子 

（
96
回
相
当
）

出
身
高
校
： 

埼
玉
県
立
熊
谷

高
等
学
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
： 

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
馬

術
部
、
国
際
医

学
研
究
会

趣　
　

味
：
映
画
鑑
賞

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
小
林
亮
太

と
申
し
ま
す
。
栃
木
県
済
生
会

宇
都
宮
病
院
で
初
期
臨
床
研
修

を
行
っ
た
際
に
、
諸
先
輩
方
に

憧
れ
外
科
医
を
志
し
ま
し
た
。

現
在
は
佐
野
厚
生
総
合
病
院
で

研
鑽
を
積
ま
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

佐
野
厚
生
総
合
病
院

小
林
　
亮
太 

（
96
回
）
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初
診
外
来
（
午
前
）

月（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
） 

◎ 
北
川
雄
光

火 

◯ 

篠
田
昌
宏

水 
 

和
田
則
仁

木 
 

尾
原
秀
明

金 
 

北
郷　

実

土 
 

川
久
保
博
文

月 

◎ 

黒
田
達
夫

火 

◎ 

黒
田
達
夫

水 
 

交
代
制

木　
（
第
１
・
３
） 

加
藤
源
俊

　
　
（
第
２
・
４
・５
） 

藤
村　

匠

金 
 

藤
村　

匠

土 
 

加
藤
源
俊

　
　
各
月
変
更 

藤
野
明
浩

月 

◯ 

伊
藤　

努

火 
 

山
﨑
真
敬

水 
 

木
村
成
卓

木 

◎ 

志
水
秀
行

 
 

川
合
雄
二
郎

金 
 

高
橋
辰
郎

土 
 

赤
松
雄
太

月　

朝 

◯ 

朝
倉
啓
介

火 

◎ 

淺
村
尚
生

 
 

政
井
恭
兵

水 
 

加
勢
田
馨

木 
 

菱
田
智
之

金 

◎ 

淺
村
尚
生

土　

交
代
制

月 
 

大
平
貴
之

火 
 

佐
々
木
光

　
　
（
第
１
・
３
・５
） 

三
輪　

点

　
　
（
第
２
・
４
） 

高
橋
里
史

水 

◯ 

戸
田
正
博

木 

◎ 

吉
田
一
成

金　
（
第
１
・
３
・５
） 

秋
山
武
紀

 
 

堀
口　

崇

土 
 

秋
山
武
紀

 
 

高
橋
里
史

◎
印 

診
療
部
長　

◯
印 

診
療
副
部
長

特
殊
外
来
（
午
前
）

月 

血
管 

 

松
原
健
太
郎

　

 

静
脈
・
シ
ャ
ン
ト 

斎
藤
昌
孝

　

 

肝
胆
膵 

北
郷　

実

火 

肝
胆
膵
・
移
植 

阿
部
雄
太

　
 

血
管 

 

尾
原
秀
明

　
 

腸 
 

岡
林
剛
史

水 
乳
腺 

 

高
橋
麻
衣
子

　

 
食
道
・
胃 

入
野
誠
之

　

 

肝
胆
膵
・
移
植 

八
木　

洋

木 

血
管 

 
尾
原
秀
明

 
 

松
原
健
太
郎

　

 

乳
腺 

 

関　

朋
子

金 

腸 
 

岡
林
剛
史

 
 

鶴
田
雅
士

　

 

肝
胆
膵
・
移
植 

篠
田
昌
宏

　

 

脳
神
経
（
小
児 

第
２
・
４
）

 
 

三
輪　

点

　

 

小
児 

 

藤
村　

匠

土 

食
道
・
胃 

川
久
保
博
文

　
　
（
第
４
週
）  

竹
内
裕
也

　

 

乳
腺 

 

林
田　

哲

　

 

大
腸（
第
２
） 

長
谷
川
博
俊

　

 

小
児 

 

狩
野
元
宏

特
殊
外
来
（
午
後
）

月 

肝
胆
膵
・
移
植 

北
郷　

実

　

 

食
道
・
胃 

川
久
保
博
文

 
 

真
柳
修
平

 
 

松
田　

諭

　

 

呼
吸
器 

朝
倉
啓
介

　

 

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
月
１
回
）

 
 

大
平
貴
之

火 

肝
胆
膵
・
移
植 

阿
部
雄
太

 
 

大
島　

剛

　

 

食
道
・
胃 

和
田
則
仁

 
 

中
村
理
恵
子

　

 

呼
吸
器（
漏
斗
胸
） 

政
井
恭
兵

水 

乳
腺 

 

高
橋
麻
衣
子

 
 

関　

朋
子

　

 

呼
吸
器（
気
胸
） 

加
勢
田
馨

　

 

免
疫
療
法（
第
３
）

 
 

戸
田
正
博

　

 

脳
腫
瘍
補
助
療
法
Ⅱ

 
 

佐
々
木
光

　

 

小
児
移
植
（
第
１
・
３
）

 
 

星
野　

健

木 

乳
腺 

 

高
橋
麻
衣
子

　

 

肝
胆
膵
・
移
植 

堀
周
太
郎

　

 

血
管 

 

尾
原
秀
明

 
 

松
原
健
太
郎

　

 

呼
吸
器 

菱
田
智
之

　

 

脳
・
定
位
放
射
線
（
第
１
）

 
 

小
林
正
人

金 

腸 
 

岡
林
剛
史

 
 

鶴
田
雅
士

 
 

茂
田
浩
平

 
 

清
島　

亮

　

 

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
月
１
回
）

 
 

大
平
貴
之

　

 

脳
血
管
障
害 

堀
口　

崇

　

 

脳
神
経
（
第
１
・
３
・５
）

 
 

秋
山
武
紀

　

 

小
児 

 

狩
野
元
宏

土 

呼
吸
器 

交
代
制

　
 

食
道
・
胃 

川
久
保
博
文

　
　
（
第
４
週
）  

竹
内
裕
也

　

 
小
児 

 

藤
野
明
浩

　

 

（
各
月
変
更
）

　

 

胃 
 

古
川
俊
治

　

 

乳
腺 

 
林
田　

哲

一
般
・
消
化
器
外
科

小
児
外
科

心
臓
血
管
外
科

呼
吸
器
外
科

脳
神
経
外
科

●
西
村　

昌
幸
君
（
46
回
） 

　
　
　

 

令
和
元
年
８
月
24
日

●
関　
　
　

惇
君
（
45
回
） 

　
　
　

 

令
和
元
年
９
月
13
日

●
渋
谷　

慎
太
郎
（
76
回
相
）

　
川
崎
鶴
見
血
管
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

令
和
元
年
５
月
７
日

●
内
田　

寛
（
82
回
相
）

　
麹
町
消
化
器
・
内
視
鏡
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

令
和
元
年
５
月
11
日

●
松
浦　

芳
文
（
76
回
相
）

　
高
砂
駅
前
消
化
器
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

令
和
元
年
９
月
２
日 

慶
應
義
塾
大
学
病
院 

外
来 

外
科
担
当
表

訃
　
報

開業についてのお知らせ
開業の際は、同窓会へご連絡をお願いいたします。

記念に刀林会より盾を進呈いたします。
よろしくお願いします。

＜刀林会　事務局＞
〒160-8582　新宿区信濃町35
慶應義塾大学医学部外科同窓会事務局

TEL：03-5363-3800
FAX：03-3359-9130
tourin-h@keio.jp

刀林会会員管理システムについて
郵便物発送先、一斉メールにてのお知らせなど	

「刀林会会員管理システム」にておこなっております。

メールアドレス、ご勤務先、ご自宅住所などの	
ご変更があった場合は、	

ご自身にてアップデートしていただくことを	
お願いいたします。

新
元
号
令
和
と
な
っ
て
は
や

半
年
以
上
が
た
ち
元
年
も
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
来
年
は
い

よ
い
よ
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
あ
る
。

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ
る
新

国
立
競
技
場
が
11
月
30
日
に
竣

工
し
、
国
立
競
技
場
駅
周
辺
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
。
水
明
亭

の
跡
地
は
庭
園
に
な
り
、
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
く
つ
ろ
い
で
い
る

人
々
が
い
る
光
景
か
ら
は
昔
の

面
影
は
全
く
な
い
。
慶
應
病
院

も
新
病
院
棟
開
設
に
よ
り
内
部

の
景
色
も
、
外
の
景
色
も
変

わ
っ
た
。
新
し
い
こ
と
を
生
み

出
す
変
化
の
年
と
な
る
よ
う
。

 

Ｒ
．
Ｎ

委
員
長　

川
村　

雅
文

副
委
員
長　

石
井　

良
幸

　

顧
問　

佐
藤　

周
三

　

顧
問　

磯
部　

陽

　

顧
問　

小
澤　

壯
治

　

委
員　

古
梶　

清
和

　
　
　
　

儀
賀　

理
暁

　
　
　
　

齋
藤　

淳
一

　
　
　
　

藤
野　

明
浩

　
　
　
　

大
塚　

崇

　
　
　
　

下
島　

直
樹

　
　
　
　

落
合　

大
樹

　
　
　
　

吉
武　

明
弘

　
　
　
　

木
村　

成
卓

　
　
　
　

鶴
田　

雅
士

　
　
　
　

中
村
理
恵
子

　
　
　
　

松
本　

暁
子

編
集
後
記

編
集
委
員

一般社団法人
慶應義塾大学医学部外科学教室同窓会

全員集会（総会）のお知らせ

＜日時＞
　2020 年 6 月 20 日（土）
　14 時 45 分より 15 時半（予定）

＜場所＞
　オークラプレステージタワー 1F　曙の間Ⅰ

刀林会全員集会（総会）のあと、外科学教室100周年
記念シンポジウムが開催されます。

16時から18時	 	慶應義塾大学医学部外科学教室
100周年記念シンポジウム

18時半から20時半	 	慶應義塾大学医学部外科学教室
100周年記念祝賀会

場所：オークラプレステージタワー1F　平安

開
　
業


